
学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period月／Mon 3

2021/09/28～2022/01/31開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011001

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(P1)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

奥田　阿子／Ako Okuda

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

奥田　阿子／Ako Okuda

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

奥田　阿子／Ako Okuda

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟23／RoomA-23教室／Class room

P1対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

a-okuda▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教養教育講義棟　B棟1F担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

まずは、メールで質問は受け付けます。a-okuda▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に
置き換えてください。）

担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語Ⅱ」は、ハイブリッド型の授業が行われます。詳細については、1回目の授業（オリエン
テーション）で説明します。
　対面授業は隔週で実施されます。
　対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行ってもらいます。ただし、教材
学習時間としては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行ってください。
　対面授業では、DVDを用いて、必要な情報を探しながら、英語を聞き取る練習を行います。必要な
情報を正確に聞き取れるように、Dictationを通して練習を行います。DVDの中の表現から、重要な
フレーズを覚え、スピーキング、ライティングも含めて、自分のことを英語で発信する訓練を行い
ます。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

1. DVD教材を聞いて、必要な情報を正確に聞き取ることができる。
2. 教材で学ぶ語句や表現を使って自分のことを発信できるようになる。
3. 学習して教材を利用してプレゼン用の原稿を作成し、プレゼンを行うことができる。
4. 他のスピーカーのプレゼン内容へのコメントすることができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

e-learning教材学習テスト2回：40%
e-learning教材学習週の学習時間・進捗度：10%
小テスト：10%
授業への参加度（プレゼン、提出物、授業への積極的な参加など）：20%
期末試験：20%
※e-learning教材学習週については、学習時間・進捗度等を総合的に判断し、成績に反映します。
詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson



・e-learning 自学自習（合計30 時間）
・予習：事前に指定した教科書の範囲に目を通すこと、また小テストに向けた学習（1 時間／回）
・復習：授業内容を振り返り、理解が不十分な点については、次の授業までに質問できるよう整理
しておくこと（1 時間／回）

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

Repeating, Pair Work, Listening Strategies, Scanning, Skimmingキーワード/Keywords

教科書（テキスト）：Talking About Our Campus （DVD付き）（英宝社）￥2,300
教科書は、毎回使用しますので購入してください。

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション第1回

P1（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 1 and 2）
P2（対面なし）：Power Words Unit 1̃ Unit 25, GA:unit 1

第2回

P1（対面なし）：Power Words Unit 1̃ Unit 25, GA:unit 1
P2（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 1 and 2）

第3回

P1（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 3 and 4）
P2（対面なし）：Power Words Unit 26̃ Unit 50, GA:unit 2

第4回

P1（対面なし）：Power Words Unit 26̃ Unit 50, GA:unit 2
P2（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 3 and 4）

第5回

e-learning 教材学習テスト (1)（対面）第6回

P1（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 5 and 6）
P2（対面なし）：Power Words Unit 51̃ Unit 75, GA:unit 3

第7回

P1（対面なし）：Power Words Unit 51̃ Unit 75, GA:unit 3
P2（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 5 and 6）

第8回

P1（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 7 and 8）
P2（対面なし）：Power Words Unit 76̃ Unit 100, GA:unit 4

第9回

P1（対面なし）：Power Words Unit 76̃ Unit 100, GA:unit 4
P2（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 7 and 8）

第10回

e-learning 教材学習テスト (2)（対面）第11回

P1（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 9 and 10）
P2（対面なし）：動画教材

第12回

P1（対面なし）：動画教材
P2（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 9 and 10）

第13回

P1（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 11 and 12）
P2（対面なし）：動画教材

第14回

P1（対面なし）：動画教材
P2（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 11 and 12）

第15回

期末試験第16回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period月／Mon 3

2021/09/28～2022/01/31開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011002

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(P2)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

奥田　阿子／Ako Okuda

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

奥田　阿子／Ako Okuda

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

奥田　阿子／Ako Okuda

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟23／RoomA-23教室／Class room

P2対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

a-okuda▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教養教育講義棟　B棟1F担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

まずは、メールで質問は受け付けます。a-okuda▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に
置き換えてください。）

担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語Ⅱ」は、ハイブリッド型の授業が行われます。詳細については、1回目の授業（オリエン
テーション）で説明します。
　対面授業は隔週で実施されます。
　対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行ってもらいます。ただし、教材
学習時間としては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行ってください。
　対面授業では、DVDを用いて、必要な情報を探しながら、英語を聞き取る練習を行います。必要な
情報を正確に聞き取れるように、Dictationを通して練習を行います。DVDの中の表現から、重要な
フレーズを覚え、スピーキング、ライティングも含めて、自分のことを英語で発信する訓練を行い
ます。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

1. DVD教材を聞いて、必要な情報を正確に聞き取ることができる。
2. 教材で学ぶ語句や表現を使って自分のことを発信できるようになる。
3. 学習して教材を利用してプレゼン用の原稿を作成し、プレゼンを行うことができる。
4. 他のスピーカーのプレゼン内容へのコメントすることができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

e-learning教材学習テスト2回：40%
e-learning教材学習週の学習時間・進捗度：10%
小テスト：10%
授業への参加度（プレゼン、提出物、授業への積極的な参加など）：20%
期末試験：20%
※e-learning教材学習週については、学習時間・進捗度等を総合的に判断し、成績に反映します。
詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson



・e-learning 自学自習（合計30 時間）
・予習：事前に指定した教科書の範囲に目を通すこと、また小テストに向けた学習（1 時間／回）
・復習：授業内容を振り返り、理解が不十分な点については、次の授業までに質問できるよう整理
しておくこと（1 時間／回）

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

Repeating, Pair Work, Listening Strategies, Scanning, Skimmingキーワード/Keywords

教科書（テキスト）：Talking About Our Campus （DVD付き）（英宝社）￥2,300
教科書は、毎回使用しますので購入してください。

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション第1回

P1（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 1 and 2）
P2（対面なし）：Power Words Unit 1̃ Unit 25, GA:unit 1

第2回

P1（対面なし）：Power Words Unit 1̃ Unit 25, GA:unit 1
P2（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 1 and 2）

第3回

P1（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 3 and 4）
P2（対面なし）：Power Words Unit 26̃ Unit 50, GA:unit 2

第4回

P1（対面なし）：Power Words Unit 26̃ Unit 50, GA:unit 2
P2（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 3 and 4）

第5回

e-learning 教材学習テスト (1)（対面）第6回

P1（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 5 and 6）
P2（対面なし）：Power Words Unit 51̃ Unit 75, GA:unit 3

第7回

P1（対面なし）：Power Words Unit 51̃ Unit 75, GA:unit 3
P2（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 5 and 6）

第8回

P1（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 7 and 8）
P2（対面なし）：Power Words Unit 76̃ Unit 100, GA:unit 4

第9回

P1（対面なし）：Power Words Unit 76̃ Unit 100, GA:unit 4
P2（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 7 and 8）

第10回

e-learning 教材学習テスト (2)（対面）第11回

P1（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 9 and 10）
P2（対面なし）：動画教材

第12回

P1（対面なし）：動画教材
P2（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 9 and 10）

第13回

P1（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 11 and 12）
P2（対面なし）：動画教材

第14回

P1（対面なし）：動画教材
P2（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 11 and 12）

第15回

期末試験第16回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period月／Mon 4

2021/09/28～2022/01/31開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011003

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(E(英1))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

西川　美香子

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

西川　美香子

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

西川　美香子

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟43／RoomA-43教室／Class room

E(英1)対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

m-nishikawa▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

総合教育研究棟１０階　担当教員研究室/Office

（０９５）８１９－２９５２担当教員TEL/Tel

メールによる対応。対面を希望する場合は、事前にメールで問い合わせて時間の予約をすること。
Office Hours: Wed. 2nd and 3rd periods

担当教員オフィスアワー/Office hours

このクラスは、ハイブリット形式の授業となる。具体的な授業の進行方法については、初回のオリ
エンテーション(授業前半の45分）で説明を行うので必ず出席すること。

リスニング力の向上と＆語彙の構築：
隔週で90分指定されたe-learning教材 3Step (American Daily Life)のUnit 1から５を学習する。
またPowerWords (Level ４, Unit 1-100)による自学学習で、アカデミック英語の基礎である語彙力
を強化する。

ライティング＆スピーキング力の向上：
対面授業（90分）では、日常的な話題に関するEmails, Paragraph Essaysなどを書いたり、ミニ・
プレゼン発表を行うなど発進型の英語運用能力向上を目指す。

対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行うこと。ただし、教材学習時間と
しては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行うこと。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

e-Learning教材の動画教材を通じ、日常的な英語表現やリスニング力を向上させ、ストーリーの概
要（大意）が理解できるようになること。また基本的な語彙習得を目的とする。
対面授業では、日常的な話題を中心に英語によるコミュニケーション能力の基礎（発進型能力）を
身につけることを目標とする。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking



e-Learning教材学習テスト2回（40%)
e-Learning教材学習週の学習時間及び進捗度（10%)
1回目のテストは11月8日（月）2回目のテストは12月13日（月）に対面で行われる。
課題の提出（4回x５点満点）（20%)
Video presentation (20%)
積極的な授業への参加（10%)
これらの合計60点以上が合格となる。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

e-learning 自学自習(合計 30 時間)
予習：事前に指定した教科書の範囲に目を通すこと、また課題提出に向けた学習(1 時間/回) ・教
科書を再読し、理解を確実にするよう努め、また理解が不十分な点については、次の授業までに質
問できるよう整理しておくこと(1 時間/回)

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

Effective Writing for Global Communication (英宝社）
ISBN: 978-4-269-32012-3

教科書・教材・参考書/Materials

具体的な授業の進行方法については、初回のオリエンテーション(授業前半の45分）で説明を行うの
で必ず出席すること。

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

実用的な英語運用能力を伸ばしていきましょう。そのためには、継続的な学習及び英語を実際に使
うという習慣が必要です。対面授業では皆さんが発話をする機会を多く持ちたいと思います。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション (前半45分）対面第1回

（対面）Unit 1：Study Abroad (Self-Introduction email)第2回

e-Learning：PWH Unit 1 ～ Unit 25,  ADL Unit 1第3回

（対面）Unit 4：Campus Life (Request email)第4回

e-Learning：PWH Unit 26 ～ Unit 50, ADL Unit 2第5回

e-Learning 教材学習テスト第1回目第6回

（対面）Unit 7：Sport (Invitation email)第7回

e-Learning：PWH Unit 51 ～ Unit 75, ADL Unit 3第8回

（対面）Unit 6：Lifestyle (Advice email/paragraph)第9回

e-Learning：PWH Unit 76 ～ Unit 100, ADL Unit 4 ～ 5第10回

e-Learning 教材学習テスト第2回目第11回

（対面）How to create a video presentation on Campus Life (Nagasaki Uni)第12回

e-Learning：Campus Life (MIT)第13回

（対面）Peer reviewing video presentations on  Campus Life (Nagasaki Uni)第14回

e-Learning：Campus Life (Harvard)第15回

Feedback Day (通常授業）前半第16回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period月／Mon 4

2021/09/28～2022/01/31開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011004

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(E(英2))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

西川　美香子

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

西川　美香子

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

西川　美香子

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟43／RoomA-43教室／Class room

E(英2)対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

m-nishikawa▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

総合教育研究棟１０階　担当教員研究室/Office

（０９５）８１９－２９５２担当教員TEL/Tel

メールによる対応。対面を希望する場合は、事前にメールで問い合わせて時間の予約をすること。
Office Hours: Wed. 2nd and 3rd periods

担当教員オフィスアワー/Office hours

このクラスは、ハイブリット形式の授業となる。具体的な授業の進行方法については、初回のオリ
エンテーション(授業後半の45分）で説明を行うので必ず出席すること。

リスニング力の向上と＆語彙の構築：
隔週で90分指定されたe-learning教材 3Step (American Daily Life)のUnit 1から５を学習する。
またPowerWords (Level ４, Unit 1-100)による自学学習で、アカデミック英語の基礎である語彙力
を強化する。
ライティング＆スピーキング力の向上：
対面授業（90分）では、日常的な話題に関するEmails, Paragraph Essaysなどを書いたり、ミニ・
プレゼン発表を行うなど発進型の英語運用能力向上を目指す。

対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行うこと。ただし、教材学習時間と
しては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行うこと。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

e-Learning教材の動画教材を通じ、日常的な英語表現やリスニング力を向上させ、ストーリーの概
要（大意）が理解できるようになること。また基本的な語彙習得を目的とする。
対面授業では、日常的な話題を中心に英語によるコミュニケーション能力の基礎（発進型能力）を
身につけることを目標とする。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

e-Learning教材学習テスト2回（40%)
e-Learning教材学習週の学習時間及び進捗度（10%)
1回目のテストは11月8日（月）2回目のテストは12月13日（月）に対面で行われる。
課題の提出（4回x５点満点）（20%)
Video presentation (20%)
積極的な授業への参加（10%)
これらの合計60点以上が合格となる。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation



詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

e-learning 自学自習(合計 30 時間)
予習：事前に指定した教科書の範囲に目を通すこと、また課題提出に向けた学習(1 時間/回) ・教
科書を再読し、理解を確実にするよう努め、また理解が不十分な点については、次の授業までに質
問できるよう整理しておくこと(1 時間/回)

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

Effective Writing for Global Communication (英宝社）
ISBN: 978-4-269-32012-3

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

実用的な英語運用能力を伸ばしていきましょう。そのためには、継続的な学習及び英語を実際に使
うという習慣が必要です。対面授業では皆さんが発話をする機会を多く持ちたいと思います。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション (後半45分）対面第1回

e-Learning：PWH Unit 1 ～ Unit 25, ADL Unit 1第2回

（対面）Unit 1：Study Abroad (Self-Introduction email)第3回

e-Learning：PWH Unit 26 ～ Unit 50, ADL Unit 2第4回

（対面）Unit 4：Campus Life (Request email)第5回

e-Learning 教材学習テスト第1回目第6回

e-Learning：PWH Unit 51 ～ Unit 75, ADL Unit 3第7回

（対面）Unit 7：Sport (Invitation email)第8回

e-Learning：PWH Unit 76 ～ Unit 100, ADL Unit 4 ～ 5第9回

（対面）Unit 6：Lifestyle (Advice email/paragraph)第10回

e-Learning 教材学習テスト第2回目第11回

e-Learning：Campus Life (MIT)第12回

（対面）How to create a video presentation on Campus Life (Nagasaki Uni)第13回

e-Learning：Campus Life (Harvard)第14回

（対面）Peer reviewing video presentations on  Campus Life (Nagasaki Uni)第15回

Feedback Day (通常授業:後半)第16回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period月／Mon 4

2021/09/28～2022/01/31開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011005

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(E(英3))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

廣江　顕／Akira Hiroe

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

廣江　顕／Akira Hiroe

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

廣江　顕／Akira Hiroe

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟11／RoomA-11教室／Class room

E(英3)対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

ahiroe▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部東棟1階担当教員研究室/Office

095-819-2378担当教員TEL/Tel

メールにより随時受け付けるが、時間は要相談。担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語Ⅱ」は、ハイブリッド型の授業が行われます。詳細については、1回目の授業（オリエン
テーション）で説明します。
対面授業は隔週で実施され、一定量の英文を読み、素早く大意を捉える訓練を行います。対面授業
がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行ってもらいます。ただし、教材学習時間と
しては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行ってください。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

・英文の大意を素早く捉えることができるようになる。
・英語で英文全体の主張を数行程度で書けるようになる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

成績の内訳は、e-learning教材テスト2回(40%)、e-learning教材学習週の学習時間・進捗度(10%)、
授業時の小テスト・予習チェックテスト(20%)、期末テスト(30%)。
※e-learning教材学習週については、学習時間・進捗度等を総合的に判断し、成績に反映します。
詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

e-learning自学自習（合計30時間）
授業の予習と課題（要約や大意把握）で2時間。授業後の復習で2時間。
またe-learning教材の場合は、当該課題の事前取り組みで2時間、事後のチェックで2時間。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

summary, logical thinking, critical thinking, e-learningキーワード/Keywords

プリント教材配布教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

英語が苦手でも、いろんな学習の仕方があると思います。e-learning教材を使った学習、アプリを
使った学習等々あるかと思いますので、自分に向いた学習方法を見つけて下さい。

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Introduction、e-learning教材の説明、listening level check quiz
＊初回は、オンラインで行う。

1回目

Listening 1、プリント教材(1)2回目

e-learning
PWH:unit1̃unit25
ADL:unit1

3回目

Listening 2、プリント教材(2)4回目

e-learning
PWH:unit26̃unit50
ADL:unit2

5回目

e-learning教材学習テスト1回目（対面）6回目

Listening 3、プリント教材(3)7回目

e-learning
PWH:unit51̃unit75
ADL:unit3

8回目

Listening 4、プリント教材(4)9回目

e-learning
PWH:unit76̃unit100
ADL:unit4̃unit5

10回目

e-learning教材学習テスト2回目（対面）11回目

Listening 5、プリント教材(5)12回目

e-learning教材
＊授業時にアナウンスする

13回目

Grammar 1、プリント教材(6)14回目

e-learning教材
＊授業時にアナウンスする

15回目

定期試験16回目



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period月／Mon 4

2021/09/28～2022/01/31開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011006

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(E(英4))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

廣江　顕／Akira Hiroe

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

廣江　顕／Akira Hiroe

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

廣江　顕／Akira Hiroe

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟11／RoomA-11教室／Class room

E(英4)対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

ahiroe▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部東棟1階担当教員研究室/Office

095-819-2378担当教員TEL/Tel

メールにより随時受け付けるが、時間は要相談。担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語Ⅱ」は、ハイブリッド型の授業が行われます。詳細については、1回目の授業（オリエン
テーション）で説明します。
対面授業は隔週で実施され、一定量の英文を読み、素早く大意を捉える訓練を行います。対面授業
がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行ってもらいます。ただし、教材学習時間と
しては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行ってください。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

・英文の大意を素早く捉えることができるようになる。
・英語で英文全体の主張を数行程度で書けるようになる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

成績の内訳は、e-learning教材テスト2回(40%)、e-learning教材学習週の学習時間・進捗度(10%)、
対面授業時の小テスト・予習チェックテスト(20%)、期末テスト(30%)。
※e-learning教材学習週については、学習時間・進捗度等を総合的に判断し、成績に反映します。
詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

e-learning自学自習（合計30時間）
授業の予習と課題（要約や大意把握）で2時間。授業後の復習で2時間。
またe-learning教材の場合は、当該課題の事前取り組みで2時間、事後のチェックで2時間。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

summary, logical thinking, critical thinking, e-learningキーワード/Keywords

プリント教材配布教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

英語が苦手でも、いろんな学習の仕方があると思います。e-learning教材を使った学習、アプリを
使った学習等々あるかと思いますので、自分に向いた学習方法を見つけて下さい。

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Introduction、e-learning教材の説明、listening level check quiz
＊初回は、オンラインで行う。

1回目

e-learning
PWH:unit1̃unit25
ADL:unit1

2回目

Listening 1、プリント教材(1)3回目

e-learning
PWH:unit26̃unit50
ADL:unit2

4回目

Listening 2、プリント教材(2)5回目

e-learning教材学習テスト1回目（対面）6回目

e-learning
PWH:unit51̃unit75
ADL:unit3

7回目

Listening 3、プリント教材(3)8回目

e-learning
PWH:unit76̃unit100
ADL:unit4̃unit5

9回目

Listening 4、プリント教材(4)10回目

e-learning教材学習テスト2回目（対面）11回目

e-learning教材
＊授業時にアナウンスする

12回目

Listening 5、プリント教材(5)13回目

e-learning教材
＊授業時にアナウンスする

14回目

Grammar 1、プリント教材(6)15回目

定期試験16回目



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period月／Mon 4

2021/09/28～2022/01/31開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011007

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(E(英5))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

隈上　麻衣／Kumagami Mai

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

隈上　麻衣／Kumagami Mai

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

隈上　麻衣／Kumagami Mai

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟23／RoomA-23教室／Class room

E(英5)対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

mkumagami▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部実験棟1階担当教員研究室/Office

095-819-2172担当教員TEL/Tel

水曜3限（メールでも受け付ける）担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語Ⅱ」は、ハイブリッド型の授業が行われます。詳細については、1回目の授業（オリエン
テーション）で説明します。

＜対面授業（隔週で実施）＞
下記のテキストを使用し、英文読解・聞き取り・作文を中心に学習を進めます。多岐にわたるトピ
ックに関して、簡潔にまとめ、説明・議論するために必要な語彙力や論理的思考力を養成し、英語
を運用するために必要な基礎力を向上させます。

＜e-learning＞
対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行ってもらいます。ただし、教材学
習時間としては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行ってください。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

・与えられた言語資料の細部まで理解する読み方・聞き方と大意を掴むための読み方・聞き方を、
必要に応じて使い分けられるようになる。
・授業で扱う多様なトピックについて議論し意見をまとめることができる。
・社会的な問題について概要や意見を論理的にまとめるためのプロセスを理解する。

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

Attendance & Participation (10%), Quiz (10%), Midterm Exam (15%), Final Exam (15%), e-
learning教材学習テスト2回 (40%), e-learning教材学習週の学習・進捗度（10%）
※e-learning教材学習週については、学習時間・進捗度等を総合的に判断し、成績に反映します。
詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson



対面では毎回予習を兼ねて小テストを実施する。教科書各Unit最初のページの語彙を学習してくる
こと。その他予習・復習、課題の詳細は授業内およびLACS上で指示します。

・e-learning 自学自習(合計 30 時間)
・予習:事前に指定した教科書の範囲に目を通すこと、また小テストに向けた学習(1 時間/回)
・復習:教科書やプリントを再読し、理解を確実にするよう努め、また理解が不十分な点については
、次の授業までに質問できるよう整理しておくこと(1時間/回)

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

English for the global age with CNN, vol.20. Asahi press教科書・教材・参考書/Materials

全回出席が原則。教科書も必ず購入すること。受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

隈上 麻衣/アメリカの日本人学校（補習校）での勤務経験/海外での日本語教育・初等教育経験があ
る教員が,多言語使用環境での教育に関する知識・経験を活かし,第二言語学習者の知識状態や発達
過程について講義を行う。/ニューヨーク育英学園

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Orientation第1回: 10/4

Unit 1
Self-Introduction

第2回: 10/11

e-learning
PW:unit1̃unit25
ADL:unit1

第3回: 10/18

Unit 2第4回: 10/25

e-learning
PW:unit26̃unit50
ADL:unit2

第5回: 11/1

e-learning教材学習テスト1回目（対面）第6回: 11/8

Unit 3第7回: 11/15

e-learning
PW:unit51̃unit75
ADL:unit3

第8回: 11/22

Unit 4第9回: 11/29

e-learning
PW:unit76̃unit100
ADL:unit4̃unit5

第10回: 12/6

e-learning教材学習テスト2回目（対面）第11回: 12/13

Unit 5第12回: 12/20

e-learning第13回: 1/17

Unit 6第14回: 1/24

e-learning第15回: 1/31

Final Exam第16回: 2/7



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period月／Mon 4

2021/09/28～2022/01/31開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011008

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(E(英6))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

隈上　麻衣／Kumagami Mai

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

隈上　麻衣／Kumagami Mai

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

隈上　麻衣／Kumagami Mai

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟23／RoomA-23教室／Class room

E(英6)対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

mkumagami▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部実験棟1階担当教員研究室/Office

095-819-2172担当教員TEL/Tel

水曜3限（メールでも受け付ける）担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語Ⅱ」は、ハイブリッド型の授業が行われます。詳細については、1回目の授業（オリエン
テーション）で説明します。

＜対面授業（隔週で実施）＞
下記のテキストを使用し、英文読解・聞き取り・作文を中心に学習を進めます。多岐にわたるトピ
ックに関して、簡潔にまとめ、説明・議論するために必要な語彙力や論理的思考力を養成し、英語
を運用するために必要な基礎力を向上させます。

＜e-learning＞
対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行ってもらいます。ただし、教材学
習時間としては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行ってください。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

・与えられた言語資料の細部まで理解する読み方・聞き方と大意を掴むための読み方・聞き方を、
必要に応じて使い分けられるようになる。
・授業で扱う多様なトピックについて議論し意見をまとめることができる。
・社会的な問題について概要や意見を論理的にまとめるためのプロセスを理解する。

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

Attendance & Participation (10%), Quiz (10%), Midterm Exam (15%), Final Exam (15%), e-
learning教材学習テスト2回 (40%), e-learning教材学習週の学習・進捗度（10%）
※e-learning教材学習週については、学習時間・進捗度等を総合的に判断し、成績に反映します。
詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson



対面では毎回予習を兼ねて小テストを実施するので教科書各Unit最初のページの語彙を学習してく
ること。その他予習・復習、課題の詳細は授業内およびLACS上で指示します。

・e-learning 自学自習(合計 30 時間)
・予習:事前に指定した教科書の範囲に目を通すこと、また小テストに向けた学習(1 時間/回)
・復習:教科書やプリントを再読し、理解を確実にするよう努め、また理解が不十分な点については
、次の授業までに質問できるよう整理しておくこと(1時間/回)

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

English for the global age with CNN, vol.20. Asahi press教科書・教材・参考書/Materials

全回出席が原則。教科書も必ず購入すること。受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

隈上 麻衣/アメリカの日本人学校（補習校）での勤務経験/海外での日本語教育・初等教育経験があ
る教員が,多言語使用環境での教育に関する知識・経験を活かし,第二言語学習者の知識状態や発達
過程について講義を行う。/ニューヨーク育英学園

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Orientation第1回: 10/4

e-learning
PW:unit1̃unit25
ADL:unit1

第2回: 10/11

Unit 1
Self-Introduction

第3回: 10/18

e-learning
PW:unit26̃unit50
ADL:unit2

第4回: 10/25

Unit 2第5回: 11/1

e-learning教材学習テスト1回目（対面）第6回: 11/8

e-learning
PW:unit51̃unit75
ADL:unit3

第7回: 11/15

Unit 3第8回: 11/22

e-learning
PW:unit76̃unit100
ADL:unit4̃unit5

第9回: 11/29

Unit 4第10回: 12/6

e-learning教材学習テスト2回目（対面）第11回: 12/13

e-learning第12回: 12/20

Unit 5第13回: 1/17

e-learning第14回: 1/24

Unit 6第15回: 1/31

Final Exam第16回: 2/7



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 1

2021/09/28～2022/01/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011009

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(G(英1))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

谷川　晋一

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

谷川　晋一

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

谷川　晋一

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

［多文化］総合教育研究棟３F　多文化３１番講義室／SGHSS Lecture Room No.31教室／Class room

G(英1)対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

shintanigawa▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

総合研究棟10階担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

メールでの申請によって対応担当教員オフィスアワー/Office hours

 　この「総合英語Ⅱ」では、ハイブリッド型の授業を実施する。対面授業は、隔週で実施され、対
面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習に各自で取り組む。ただし、教材学習時間とし
ては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習の必要性がある。詳細については、1回目の授業
（オリエンテーション）で説明を行う。
　対面授業を実施する回では、英語4技能を学術的場面において活用する基礎的な訓練を行い、
IELTS及びTOEFLを中心とした検定試験や英語での講義に対応できるような総合的な英語力を養成す
る。実際の検定試験や英語の講義で用いられる題材を用いて、情報を適確に理解し、効果的に読み
手・聞き手に伝える方策について学習を行う。そして、それらを作文や発表に応用し、自分の意見
や主張を英語で発信する訓練も行う。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

・検定試験や講義等の学術的場面で用いられる語彙や表現を着実に身につけ、自分自身で適切に用
いることができるようになる。
・文章構成やディスカッション、プレゼンテーションの基礎を正しく身につけ、自分自身で適切に
用いることができるようになる。
・現代社会における論点を英語で理解した上で、自分自身の意見や主張を論理的にまとめ、他者に
向けて正確に発信できるようになる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

e-learning教材学習テスト2回: 40%
e-learning教材学習週の学習時間・進捗度: 10%
日頃の学習状況: 40%
期末課題: 10%

・日頃の学習状況には、小テストのスコア、課題の提出状況、授業参加態度が含まれる。
・e-learning教材学習週については、学習時間・進捗度等を総合的に判断し、成績に反映する。詳
細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明する。
・上記の基準で60%以上の取得が合格となる。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation



詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

・e-learning 自学自習 (合計30 時間)
・予習: LACSにアップロードする電子資料や動画、ウェブサイトを使って準備学習を行う(1時間／
回)
・復習: 授業で配布されたハンドアウトを再読し、理解を確実にするよう努める(1時間／回)。

この予習・復習は、毎回、授業冒頭で行う小テストを受ける上で前提となる。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

特定の教科書等は使用せず、プリント等の配布資料を用いる。
参考書等は、講義中に提示する。

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

初回のオリエンテーションは、もう1クラスと合同のオンラインで実施する。備考（URL）/Remarks (URL)

この授業では、予習・復習を前提とした出席と小テスト・課題を中心に成績評価を行う。出席した
としても、予習・復習が不十分である場合には、必然的に点数が低くなるため、その点に留意して
、積極的に授業に取り組むこと。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オンラインでのオリエンテーション & 配布資料1第1回: 9/29

対面授業: 配布資料2第2回: 10/6

e-learning
PW: unit1̃unit25
GA: unit1

第3回: 10/13

対面授業: 配布資料3第4回: 10/20

e-learning
PW: unit26̃unit50
GA: unit2

第5回: 10/27

e-learning教材学習テスト (1)（対面）第6回: 11/10

対面授業: 配布資料4第7回: 11/17

e-learning
PW: unit51̃unit75
GA: unit3

第8回: 11/24

対面授業: 配布資料5第9回: 12/1

e-learning
PW: unit76̃unit100
GA: unit4

第10回: 12/8

e-learning教材学習テスト (2)（対面）第11回: 12/15

対面授業: 配布資料6第12回: 1/5

e-learning第13回: 1/12

対面授業: 配布資料7第14回: 1/19

e-learning第15回: 1/26

期末課題第16回: 2/2



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 1

2021/09/28～2022/01/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011010

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(G(英2))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

谷川　晋一

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

谷川　晋一

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

谷川　晋一

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

［多文化］総合教育研究棟３F　多文化３１番講義室／SGHSS Lecture Room No.31教室／Class room

G(英2)対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

shintanigawa▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

総合研究棟10階担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

メールでの申請によって対応担当教員オフィスアワー/Office hours

 　この「総合英語Ⅱ」では、ハイブリッド型の授業を実施する。対面授業を隔週で実施しつつ、対
面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習に各自で取り組む。ただし、教材学習時間とし
ては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習の必要性がある。詳細については、1回目の授業
（オリエンテーション）で説明を行う。
　対面授業を実施する回では、英語4技能を学術的場面において活用する基礎的な訓練を行い、
IELTS及びTOEFLを中心とした検定試験や英語での講義に対応できるような総合的な英語力を養成す
る。実際の検定試験や英語の講義で用いられる題材を用いて、情報を適確に理解し、効果的に読み
手・聞き手に伝える方策について学習を行う。そして、それらを作文や発表に応用し、自分の意見
や主張を英語で発信する訓練も行う。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

・検定試験や講義等の学術的場面で用いられる語彙や表現を着実に身につけ、自分自身で適切に用
いることができるようになる。
・文章構成やディスカッション、プレゼンテーションの基礎を正しく身につけ、自分自身で適切に
用いることができるようになる。
・現代社会における論点を英語で理解した上で、自分自身の意見や主張を論理的にまとめ、他者に
向けて正確に発信できるようになる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking



e-learning教材学習テスト2回: 40%
e-learning教材学習週の学習時間・進捗度: 10%
日頃の学習状況: 40%
期末課題: 10%

・日頃の学習状況には、小テストのスコア、予習・復習への取り組み状況、授業参加態度が含まれ
る。
・e-learning教材学習週については、学習時間・進捗度等を総合的に判断し、成績に反映する。詳
細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明する。
・上記の基準で60%以上の取得が合格となる。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

・e-learning 自学自習 (合計30 時間)
・予習: LACSにアップロードする電子資料や動画、ウェブサイトを使って準備学習を行う(1時間／
回)
・復習: 授業で配布されたハンドアウトを再読し、理解を確実にするよう努める(1時間／回)。

この予習・復習は、毎回、授業冒頭で行う小テストを受ける上で前提となる。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

特定の教科書等は使用せず、プリント等の配布資料を用いる。
参考書等は、講義中に提示する。

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

初回のオリエンテーションは、もう1クラスと合同のオンラインで実施する。備考（URL）/Remarks (URL)

この授業では、予習・復習を前提とした出席と小テスト・課題を中心に成績評価を行う。出席した
としても、予習・復習が不十分である場合には、必然的に点数が低くなるため、その点に留意して
、積極的に授業に取り組むこと。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オンラインでのオリエンテーション & 配布資料1第1回: 9/29

e-learning
PW: unit1̃unit25
GA: unit1

第2回: 10/6

対面授業: 配布資料2第3回: 10/13

e-learning
PW: unit26̃unit50
GA: unit2

第4回: 10/20

対面授業: 配布資料3第5回: 10/27

e-learning教材学習テスト (1)（対面）第6回: 11/10

e-learning
PW: unit51̃unit75
GA: unit3

第7回: 11/17

対面授業: 配布資料4第8回: 11/24

e-learning
PW: unit76̃unit100
GA: unit4

第9回: 12/1

対面授業: 配布資料5第10回: 12/8

e-learning教材学習テスト (2)（対面）第11回: 12/15

e-learning第12回: 1/5



対面授業: 配布資料6第13回: 1/12

e-learning第14回: 1/19

対面授業: 配布資料7第15回: 1/26

期末課題第16回: 2/2



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 1

2021/09/28～2022/01/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011011

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(F(英1))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

隈上　麻衣／Kumagami Mai

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

隈上　麻衣／Kumagami Mai

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

隈上　麻衣／Kumagami Mai

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育B棟15／RoomB-15教室／Class room

F(英1)対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

mkumagami▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部実験棟1階担当教員研究室/Office

095-819-2172担当教員TEL/Tel

水曜3限（メールでも受け付ける）担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語Ⅱ」は、ハイブリッド型の授業が行われます。詳細については、1回目の授業（オリエン
テーション）で説明します。

＜対面授業（隔週で実施）＞
下記のテキストを使用し、英文読解・聞き取り・作文を中心に学習を進めます。多岐にわたるトピ
ックに関して、簡潔にまとめ、説明・議論するために必要な語彙力や論理的思考力を養成し、英語
を運用するために必要な基礎力を向上させます。

＜e-learning＞
対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行ってもらいます。ただし、教材学
習時間としては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行ってください。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

・与えられた言語資料の細部まで理解する読み方・聞き方と大意を掴むための読み方・聞き方を、
必要に応じて使い分けられるようになる。
・授業で扱う多様なトピックについて議論し意見をまとめることができる。
・社会的な問題について概要や意見を論理的にまとめるためのプロセスを理解する。

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

Attendance & Participation (10%), Quiz (10%), Midterm Exam (15%), Final Exam (15%), e-
learning教材学習テスト2回 (40%), e-learning教材学習週の学習・進捗度（10%）
※e-learning教材学習週については、学習時間・進捗度等を総合的に判断し、成績に反映します。
詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson



対面では毎回予習を兼ねて小テストを実施するので教科書各Unit最初のページの語彙を学習してく
ること。その他予習・復習、課題の詳細は授業内およびLACS上で指示します。

・e-learning 自学自習(合計 30 時間)
・予習:事前に指定した教科書の範囲に目を通すこと、また小テストに向けた学習(1 時間/回)
・復習:教科書やプリントを再読し、理解を確実にするよう努め、また理解が不十分な点については
、次の授業までに質問できるよう整理しておくこと(1時間/回)

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

English for the global age with CNN, vol.20. Asahi press教科書・教材・参考書/Materials

全回出席が原則。教科書も必ず購入すること。受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

隈上 麻衣/アメリカの日本人学校（補習校）での勤務経験/海外での日本語教育・初等教育経験があ
る教員が,多言語使用環境での教育に関する知識・経験を活かし,第二言語学習者の知識状態や発達
過程について講義を行う。/ニューヨーク育英学園

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Orientation第1回: 9/29

Unit 1
Self-Introduction

第2回: 10/6

e-learning
PW:unit1̃unit25
ADL:unit1

第3回: 10/13

Unit 2第4回: 10/20

e-learning
PW:unit26̃unit50
ADL:unit2

第5回: 10/27

e-learning教材学習テスト1回目（対面）第6回: 11/10

Unit 3第7回: 11/17

e-learning
PW:unit51̃unit75
ADL:unit3

第8回: 11/24

Unit 4第9回: 12/1

e-learning
PW:unit76̃unit100
ADL:unit4̃unit5

第10回: 12/8

e-learning教材学習テスト2回目（対面）第11回: 12/15

Unit 5第12回: 1/5

e-learning第13回: 1/12

Unit 6第14回: 1/19

e-learning第15回: 1/26

Final Exam第16回: 2/2



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 1

2021/09/28～2022/01/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011012

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(F(英2))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

隈上　麻衣／Kumagami Mai

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

隈上　麻衣／Kumagami Mai

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

隈上　麻衣／Kumagami Mai

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育B棟15／RoomB-15教室／Class room

F(英2)対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

mkumagami▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部実験棟1階担当教員研究室/Office

095-819-2172担当教員TEL/Tel

水曜3限（メールでも受け付ける）担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語Ⅱ」は、ハイブリッド型の授業が行われます。詳細については、1回目の授業（オリエン
テーション）で説明します。

＜対面授業（隔週で実施）＞
下記のテキストを使用し、英文読解・聞き取り・作文を中心に学習を進めます。多岐にわたるトピ
ックに関して、簡潔にまとめ、説明・議論するために必要な語彙力や論理的思考力を養成し、英語
を運用するために必要な基礎力を向上させます。

＜e-learning＞
対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行ってもらいます。ただし、教材学
習時間としては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行ってください。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

・与えられた言語資料の細部まで理解する読み方・聞き方と大意を掴むための読み方・聞き方を、
必要に応じて使い分けられるようになる。
・授業で扱う多様なトピックについて議論し意見をまとめることができる。
・社会的な問題について概要や意見を論理的にまとめるためのプロセスを理解する。

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

Attendance & Participation (10%), Quiz (10%), Midterm Exam (15%), Final Exam (15%), e-
learning教材学習テスト2回 (40%), e-learning教材学習週の学習・進捗度（10%）
※e-learning教材学習週については、学習時間・進捗度等を総合的に判断し、成績に反映します。
詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson



対面では毎回予習を兼ねて小テストを実施するので教科書各Unit最初のページの語彙を学習してく
ること。その他予習・復習、課題の詳細は授業内およびLACS上で指示します。

・e-learning 自学自習(合計 30 時間)
・予習:事前に指定した教科書の範囲に目を通すこと、また小テストに向けた学習(1 時間/回)
・復習:教科書やプリントを再読し、理解を確実にするよう努め、また理解が不十分な点については
、次の授業までに質問できるよう整理しておくこと(1時間/回)

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

English for the global age with CNN, vol.20. Asahi press教科書・教材・参考書/Materials

全回出席が原則。教科書も必ず購入すること。受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

隈上 麻衣/アメリカの日本人学校（補習校）での勤務経験/海外での日本語教育・初等教育経験があ
る教員が,多言語使用環境での教育に関する知識・経験を活かし,第二言語学習者の知識状態や発達
過程について講義を行う。/ニューヨーク育英学園

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Orientation第1回: 9/29

e-learning
PW:unit1̃unit25
ADL:unit1

第2回: 10/6

Unit 1
Self-Introduction

第3回: 10/13

e-learning
PW:unit26̃unit50
ADL:unit2

第4回: 10/20

Unit 2第5回: 10/27

e-learning教材学習テスト1回目（対面）第6回: 11/10

e-learning
PW:unit51̃unit75
ADL:unit3

第7回: 11/17

Unit 3第8回: 11/24

e-learning
PW:unit76̃unit100
ADL:unit4̃unit5

第9回: 12/1

Unit 4第10回: 12/8

e-learning教材学習テスト2回目（対面）第11回: 12/15

e-learning第12回: 1/5

Unit 5第13回: 1/12

e-learning第14回: 1/19

Unit 6第15回: 1/26

Final Exam第16回: 2/2



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 1

2021/09/28～2022/01/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011013

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(F(英3))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

西川　美香子

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

西川　美香子

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

西川　美香子

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟13／RoomA-13教室／Class room

F(英3)対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

m-nishikawa▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

総合教育研究棟１０階　担当教員研究室/Office

（０９５）８１９－２９５２担当教員TEL/Tel

メールによる対応。対面を希望する場合は、事前にメールで問い合わせて時間の予約をすること。
Office Hours: Wed. 2nd and 3rd periods

担当教員オフィスアワー/Office hours

このクラスは、ハイブリット形式の授業となる。具体的な授業の進行方法については、初回のオリ
エンテーション(授業前半の45分）で説明を行うので必ず出席すること。

リスニング力の向上と＆語彙の構築：
隔週で90分指定されたe-learning教材 3Step (American Daily Life)のUnit 1から５を学習する。
またPowerWords (Level ４, Unit 1-100)による自学学習で、アカデミック英語の基礎である語彙力
を強化する。
ライティング＆スピーキング力の向上：
対面授業（90分）では、日常的な話題に関するEmails, Paragraph Essaysなどを書いたり、ミニ・
プレゼン発表を行うなど発進型の英語運用能力向上を目指す。

対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行うこと。ただし、教材学習時間と
しては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行うこと。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

e-Learning教材の動画教材を通じ、日常的な英語表現やリスニング力を向上させ、ストーリーの概
要（大意）が理解できるようになること。また基本的な語彙習得すること。対面授業を通じ、日常
的な話題を中心に英語によるコミュニケーション能力の基礎（発進型能力）を身につけることを目
標とする。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

e-Learning教材学習テスト2回（40%)
e-Learning教材学習週の学習時間及び進捗度（10%)
1回目のテストは11月10日（水）2回目のテストは12月15日（水）に対面で行われる。
課題の提出（4回x５点満点）（20%)
Video Presentation (20%)
積極的な授業への参加（10%)
これらの合計60点以上が合格となる。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation



詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

e-Learning 自学自習(合計 30 時間)
予習：事前に指定した教科書の範囲に目を通すこと、また課題提出に向けた学習(1 時間/回) ・教
科書を再読し、理解を確実にするよう努め、また理解が不十分な点については、次の授業までに質
問できるよう整理しておくこと(1 時間/回)

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

Effective Writing for Global Communication (英宝社）
ISBN: 978-4-269-32012-3

教科書・教材・参考書/Materials

具体的な授業の進行方法については、初回のオリエンテーション(授業前半の45分）で説明を行うの
で必ず出席すること。

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

実用的な英語運用能力を伸ばしていきましょう。そのためには、継続的な学習及び英語を実際に使
うという習慣が必要です。対面授業では皆さんが発話をする機会を多く持ちたいと思います。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション (前半45分）対面第1回

（対面）Unit 1：Study Abroad (Self-Introduction email)第2回

e-Learning：PWH unit 1～25, ADL Unit 1第3回

（対面）Unit 4：Campus Life (Request email)第4回

e-Learning: PWH Unit 26～50, ADL Unit 2第5回

e-Learning教材学習テスト（1回目）第6回

（対面）Unit 7：Sport (Invitation email)第7回

e-Learning: PWH Unit 51～75, ADL Unit 3第8回

（対面）Unit 6：Lifestyle (Advice email/paragraph)第9回

e-Learning：PWH 76～100, ADL Unit 4 & Unit 5第10回

e-Learning教材学習テスト（2回目）第11回

（対面）How to create a video presentation on Campus Life (Nagasaki Uni)第12回

e-Learning：Campus Life (MIT)第13回

（対面）Peer reviewing video presentations on Campus Life (Nagasaki Uni)第14回

e-Learning：Campus Life (Harvard)第15回

Feedback Day (通常授業：前半）第16回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 1

2021/09/28～2022/01/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011014

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(M1)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

廣江　顕／Akira Hiroe

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

廣江　顕／Akira Hiroe

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

廣江　顕／Akira Hiroe

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟22／RoomA-22教室／Class room

M1対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

ahiroe▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部東棟1階担当教員研究室/Office

(095)819-2378担当教員TEL/Tel

メールで随時相談を受け付ける。担当教員オフィスアワー/Office hours

本授業は、ハイブリッド授業であることから、授業実施時間帯を中心に指定されたe-learning教材
に取り組み、2回実施されるe-learning学習テストで高得点が取れるようにする。一方で、対面授業
の回には、プリント教材を用いて、英文のパラグラフ・リーディングを行い、素早く全体の要約が
英語で出来るように訓練を行う。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

(1)指定されたe-learning教材に取り組み、リスニング力及び語彙力を増進させることができるよう
になる。
(2)一定程度の長さの英文の大意を、パラグラフ・リーディングを通して捉えることができるように
なる。
(3)一定程度の長さの英文の各パラグラフを、英語で要約できるようになること。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

e-learning学習テスト(2回)(40%)、e-learning教材学習週の学習時間・進捗度(10%)、対面授業時の
小テスト(20%)、期末テスト(30%)

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

事前学習として、指定されたe-learning教材に取り組む回には、その教材を少なくとも2時間は事前
学習として行う。プリント教材の場合には、e-learning教材の場合と同様に、2時間は教材の精読、
それにパラグラフ要約を英語で行う。事後学習としては、e-learning教材の場合には、事前学習と
同様、教材を進める。プリント教材は、授業でのモデル要約を参考にして、学生自身が書いた英文
のチェック等を行う。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

3 Step e-learning materials、PowerWords Plus、(paragraph) summary writingキーワード/Keywords

プリント教材は、授業時にLACSの「授業資料」にアップする。教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション第1回

M1（対面あり）：プリント教材(1)
M2（対面なし）：PowerWords Hybrid Unit 1 ̃ Unit 25, GA: unit 1

第2回

M1（対面なし）：PowerWords Hybrid Unit 1 ̃ Unit 25, GA: unit 1
M2（対面あり）：プリント教材(1)

第3回

M1（対面あり）：プリント教材(2)
M2（対面なし）：PowerWords Hybrid Unit 26 ̃ Unit 50, GA: unit 2

第4回

M1（対面なし）：PowerWords Hybrid Unit 26 ̃ Unit 50, GA: unit 2
M2（対面あり）：プリント教材(2)

第5回

e-learning 教材学習テスト (1)（対面）第6回

M1（対面あり）：プリント教材(3)
M2（対面なし）：PowerWords Hybrid Unit 51 ̃ Unit 75, GA: unit 3

第7回

M1（対面なし）：PowerWords Hybrid Unit 51 ̃ Unit 75, GA: unit 3
M2（対面あり）：プリント教材(3)

第8回

M1（対面あり）：プリント教材(4)
M2（対面なし）：PowerWords Hybrid Unit 76 ̃ Unit 100, GA: unit 4

第9回

M1（対面なし）：PowerWords Hybrid Unit 76 ̃ Unit 100, GA: unit 4
M2（対面あり）： プリント教材(4)

第10回

e-learning 教材学習テスト (2)（対面）第11回

M1（対面あり）： プリント教材(5)
M2（対面なし）： 指定教材(1)

第12回

M1（対面なし）： 指定教材(1)
M2（対面あり）：プリント教材(5)

第13回

M1（対面あり）：プリント教材(6)
M2（対面なし）：指定教材(2)

第14回

M1（対面なし）：指定教材(2)
M2（対面あり）：プリント教材(6)

第15回

期末試験第16回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 1

2021/09/28～2022/01/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011015

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(M2)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

廣江　顕／Akira Hiroe

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

廣江　顕／Akira Hiroe

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

廣江　顕／Akira Hiroe

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟22／RoomA-22教室／Class room

M2対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

ahiroe▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

言語教育研究センター廣江研究室（環境科学部実験棟1階）担当教員研究室/Office

095-819-2378担当教員TEL/Tel

メールにより随時受け付ける担当教員オフィスアワー/Office hours

論理的に大意を素早く日本語でまとめる訓練を行う。授業の概要及び位置づけ/Course overview

・まとまった英文の大意を素早くつかみながら、日本語と英語で要約ができるようになる。
・リスニングの際に、話者の意図を素早く捉えることができるようになる。
・英語の要約をする際に、その構造を自家薬籠中のものにする。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

e-learning教材学習テスト2回(40%), ee-learning教材学習週の学習時間・進捗度(10%), 対面授業
時の小テスト(20%)、定期試験(30%)

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

e-learning自学自習(合計30時間）
事前学習：課題と教材の予習（2時間／回）
事後学習：解説された課題の見直し（2時間／回）

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

rapid reading, listening, e-learning materialsキーワード/Keywords

プリント教材教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students



Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

廣江 顕/高等学校英語教員としての実務経験/高等学校英語教員としての実務経験を踏まえ、高等学
校の現場での英語科目の授業構成、指導法等々の変遷や『学習指導要領』の解説を行なっている。/
佐賀県立致遠館高等学校、佐賀県立唐津東高等学校

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション第1回

（対面無し）PowerWords Hybrid Unit 1～Unit 25, GA: Unit 1第2回

（対面有り）プリント教材(1)第3回

（対面無し）PowerWords Hybrid Unit 26～Unit 50, GA: Unit 2第4回

（対面有り）プリント教材(2)第5回

第1回e-learning学習テスト第6回

（対面無し）PowerWords Hybrid Unit 51～Unit 75, GA: Unit 3第7回

（対面有り）プリント教材(3)第8回

（対面無し）PowerWords Hybrid Unit 76～Unit 100, GA: Unit 4第9回

（対面有り）プリント教材(4)第10回

第2回e-learning学習テスト第11回

（対面無し）指定教材(1)第12回

（対面有り）プリント教材(5)第13回

（対面無し）指定教材(2)第14回

（対面有り）プリント教材(6)第15回

定期試験第16回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 1

2021/09/28～2022/01/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011016

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(M3)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

奥田　阿子／Ako Okuda

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

奥田　阿子／Ako Okuda

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

奥田　阿子／Ako Okuda

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育C棟45／RoomC-45教室／Class room

M3対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

a-okuda▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教養教育講義棟　B棟1F担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

まずは、メールで質問は受け付けます。a-okuda▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に
置き換えてください。）

担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語Ⅱ」は、ハイブリッド型の授業が行われます。詳細については、1回目の授業（オリエン
テーション）で説明します。
　対面授業は隔週で実施されます。
　対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行ってもらいます。ただし、教材
学習時間としては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行ってください。
　対面授業では、DVDを用いて、必要な情報を探しながら、英語を聞き取る練習を行います。必要な
情報を正確に聞き取れるように、Dictationを通して練習を行います。DVDの中の表現から、重要な
フレーズを覚え、スピーキング、ライティングも含めて、自分のことを英語で発信する訓練を行い
ます。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

1. DVD教材を聞いて、必要な情報を正確に聞き取ることができる。
2. 教材で学ぶ語句や表現を使って自分のことを発信できるようになる。
3. 学習して教材を利用してプレゼン用の原稿を作成し、プレゼンを行うことができる。
4. 他のスピーカーのプレゼン内容へのコメントすることができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

e-learning教材学習テスト2回：40%
e-learning教材学習週の学習時間・進捗度：10%
小テスト：10%
授業への参加度（プレゼン、提出物、授業への積極的な参加など）：20%
期末試験：20%
※e-learning教材学習週については、学習時間・進捗度等を総合的に判断し、成績に反映します。
詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson



・e-learning 自学自習（合計30 時間）
・予習：事前に指定した教科書の範囲に目を通すこと、また小テストに向けた学習（1 時間／回）
・復習：授業内容を振り返り、理解が不十分な点については、次の授業までに質問できるよう整理
しておくこと（1 時間／回）

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

Repeating, Pair Work, Listening Strategies, Scanning, Skimmingキーワード/Keywords

M3：教科書（テキスト）：Talking About Our Campus （DVD付き）（英宝社）￥2,300
教科書は、毎回使用しますので購入してください。

M４：教科書（テキスト）：CNNショートニュースを用いたリスニング・ リーディング スキルアッ
プ（朝日出版）￥1,980
教科書は、毎回使用しますので購入してください。

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション第1回

M3（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 1 and 2）
M4（対面なし）：Power Words: Unit 1 ̃ Unit 25, ADL: unit 1

第2回

M3（対面なし）：Power Words Unit 1 ̃ Unit 25, GA: unit 1
M4（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 1 and 2）

第3回

M3（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 3 and 4）
M4（対面なし）：Power Words Unit 26 ̃ Unit 50, ADL: unit 2

第4回

M3（対面なし）：Power Words Unit 26 ̃ Unit 50, GA: unit 2
M4（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 3 and 4）

第5回

e-learning 教材学習テスト (1)（対面）第6回

M3（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 5 and 6）
M4（対面なし）：Power Words Unit 51 ̃ Unit 75, ADL: unit 3

第7回

M3（対面なし）：Power Words Unit 51 ̃ Unit 75, GA: unit 3
M4（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 5 and 6）

第8回

M3（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 7 and 8）
M4（対面なし）：Power Words Unit 76 ̃ Unit 100, ADL: unit 4 ̃ 5

第9回

M3（対面なし）：Power Words Unit 76 ̃ Unit 100, GA: unit 4
M4（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 7 and 8）

第10回

e-learning 教材学習テスト (2)（対面）第11回

M3（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 9 and 10）
M4（対面なし）：動画教材、Listening, Writing and Reading （テキストUnit 9 and 10）

第12回

M3（対面なし）：動画教材、Listening, Writing and Reading （テキストUnit 11 and 12）
M4（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 11 and 12）

第13回

M3（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 13 and 14）
M4（対面なし）：動画教材、Listening, Writing and Reading （テキストUnit 13 and 14）

第14回

M1（対面なし）：動画教材、まとめ
M2（対面あり）：まとめ

第15回

期末試験第16回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 1

2021/09/28～2022/01/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011017

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(M4)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

奥田　阿子／Ako Okuda

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

奥田　阿子／Ako Okuda

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

奥田　阿子／Ako Okuda

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育C棟45／RoomC-45教室／Class room

M4対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

a-okuda▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教養教育講義棟　B棟1F担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

まずは、メールで質問は受け付けます。a-okuda▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に
置き換えてください。）

担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語Ⅱ」は、ハイブリッド型の授業が行われます。詳細については、1回目の授業（オリエン
テーション）で説明します。
　対面授業は隔週で実施されます。
　対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行ってもらいます。ただし、教材
学習時間としては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行ってください。
　対面授業では、DVDを用いて、必要な情報を探しながら、英語を聞き取る練習を行います。必要な
情報を正確に聞き取れるように、Dictationを通して練習を行います。DVDの中の表現から、重要な
フレーズを覚え、スピーキング、ライティングも含めて、自分のことを英語で発信する訓練を行い
ます。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

1. DVD教材を聞いて、必要な情報を正確に聞き取ることができる。
2. 教材で学ぶ語句や表現を使って自分のことを発信できるようになる。
3. 学習して教材を利用してプレゼン用の原稿を作成し、プレゼンを行うことができる。
4. 他のスピーカーのプレゼン内容へのコメントすることができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

e-learning教材学習テスト2回：40%
e-learning教材学習週の学習時間・進捗度：10%
小テスト：10%
授業への参加度（プレゼン、提出物、授業への積極的な参加など）：20%
期末試験：20%
※e-learning教材学習週については、学習時間・進捗度等を総合的に判断し、成績に反映します。
詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson



・e-learning 自学自習（合計30 時間）
・予習：事前に指定した教科書の範囲に目を通すこと、また小テストに向けた学習（1 時間／回）
・復習：授業内容を振り返り、理解が不十分な点については、次の授業までに質問できるよう整理
しておくこと（1 時間／回）

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

Repeating, Pair Work, Listening Strategies, Scanning, Skimmingキーワード/Keywords

M3：教科書（テキスト）：Talking About Our Campus （DVD付き）（英宝社）￥2,300
教科書は、毎回使用しますので購入してください。

M４：教科書（テキスト）：CNNショートニュースを用いたリスニング・ リーディング スキルアッ
プ（朝日出版）￥1,980
教科書は、毎回使用しますので購入してください。

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション第1回

M3（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 1 and 2）
M4（対面なし）：Power Words: Unit 1 ̃ Unit 25, ADL: unit 1

第2回

M3（対面なし）：Power Words Unit 1 ̃ Unit 25, GA: unit 1
M4（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 1 and 2）

第3回

M3（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 3 and 4）
M4（対面なし）：Power Words Unit 26 ̃ Unit 50, ADL: unit 2

第4回

M3（対面なし）：Power Words Unit 26 ̃ Unit 50, GA: unit 2
M4（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 3 and 4）

第5回

e-learning 教材学習テスト (1)（対面）第6回

M3（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 5 and 6）
M4（対面なし）：Power Words Unit 51 ̃ Unit 75, ADL: unit 3

第7回

M3（対面なし）：Power Words Unit 51 ̃ Unit 75, GA: unit 3
M4（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 5 and 6）

第8回

M3（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 7 and 8）
M4（対面なし）：Power Words Unit 76 ̃ Unit 100, ADL: unit 4 ̃ 5

第9回

M3（対面なし）：Power Words Unit 76 ̃ Unit 100, GA: unit 4
M4（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 7 and 8）

第10回

e-learning 教材学習テスト (2)（対面）第11回

M3（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 9 and 10）
M4（対面なし）：動画教材、Listening, Writing and Reading （テキストUnit 9 and 10）

第12回

M3（対面なし）：動画教材、Listening, Writing and Reading （テキストUnit 11 and 12）
M4（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 11 and 12）

第13回

M3（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 13 and 14）
M4（対面なし）：動画教材、Listening, Writing and Reading （テキストUnit 13 and 14）

第14回

M1（対面なし）：動画教材、まとめ
M2（対面あり）：まとめ

第15回

期末試験第16回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 1

2021/09/28～2022/01/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011018

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(D(英1))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育B棟34／RoomB-34教室／Class room

D(英1)対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

ogasa-s▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部実験棟1階担当教員研究室/Office

095-819-2094担当教員TEL/Tel

月3 水３ 木２担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語Ⅱ」は、ハイブリッド型の授業が行われます。詳細については、1回目の授業（オリエン
テーション）で説明します。
　対面授業は隔週で実施されます。
　対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行ってもらいます。ただし、教材
学習時間としては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行ってください。
　対面授業では、DVDを用いて、必要な情報を探しながら、英語を聞き取る練習を行います。さらに
、Dictation活動により、細部まで正確に聞き取る練習を行います。次に、DVDの中の表現から、重
要なフレーズを覚え、自分のことを英語で表現する練習をします。最後には、DVDの内容を扱った英
文をはやく、正確に読む練習をします。授業中に読んだ英文は、細部までの詳細な読みは課題とし
て自宅で行い、翌週確認作業を行います。教科書の中で、授業時に指定した構文や表現は、必ず身
に付けてもらうようにします。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

1) DVD教材を聞いて、必要な情報を聞き取り、使われた重要な表現を使えるようになる。
2) 様々なテーマを扱った英文を読んで、必要な情報を見つけ、英文の内容を90%理解することがで
きる。
3) 学習して教材を利用してプレゼン用の原稿を作成し、プレゼンを行うことができる。
4) 他のスピーカーのプレゼン内容へのコメントや意見交換ができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

e-learning教材学習テスト40%、e-learning教材学習週の学習時間・進捗度10%、定期試験35%、小テ
スト・プレゼンペーパー等の提出物や 授業でのアクティビティ15% で行います。
※詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

e-learning 自学自習　（合計30時間）
毎回課せられる英文教材の精読。（1時間/回）
小テストのための学習。（1時間/回）

事前、事後学習の内容/Preparation & Review



Repeating, Pair Work, Listening Strategies、 Scanning、 Skimmingキーワード/Keywords

教科書（テキスト）：Talking About Our Campus （DVD付き）（英宝社）￥2,300教科書・教材・参考書/Materials

全回出席が原則。教科書も必ず購入すること。受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

英語の力をつけるためには、授業の予習、復習に加えて、自分で英語学習を作りだし、英語の教材
にチャレンジすることが大切です。長崎大学で推薦しているe-learning 教材（３ Step やパワーワ
ーズ）やＮＨＫテレビやラジオの英語講座などがおすすめです

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション第1回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 1 and 2）
Power Words Unit 1̃ Unit 20 小テスト

第2回

e-learning  Power Words Unit 1̃ Unit 25   ADL Unit 1第3回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 3 and 4）
Power Words Unit 21̃ Unit 40 小テスト

第4回

e-learning  Power Words Unit 26̃ Unit 50   ADL Unit 2第5回

e-learning 教材学習テスト第1回目第6回

 対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 5 ）
Power Words Unit 51̃ Unit 70 小テスト

第7回

e-learning  Power Words Unit 51̃ Unit 75   ADL Unit 3第8回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 6 and 7）
Power Words Unit 71̃ Unit 90 小テスト

第9回

e-learning  Power Words Unit 76̃ Unit 100  ADL Unit 4-5第10回

e-learning 教材学習テスト第2回目第11回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 8 and 9）第12回

e-learning  学習　（自主教材　Campus Tour )第13回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 10 and 11）第14回

e-learning  学習　（自主教材　Campus Tour )第15回

定期試験第16回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 1

2021/09/28～2022/01/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011019

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(D(英2))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育B棟34／RoomB-34教室／Class room

D(英2)対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

ogasa-s▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部実験棟1階担当教員研究室/Office

095-819-2094担当教員TEL/Tel

月3 水３ 木２担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語Ⅱ」は、ハイブリッド型の授業が行われます。詳細については、1回目の授業（オリエン
テーション）で説明します。
　対面授業は隔週で実施されます。
　対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行ってもらいます。ただし、教材
学習時間としては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行ってください。
　対面授業では、DVDを用いて、必要な情報を探しながら、英語を聞き取る練習を行います。さらに
、Dictation活動により、細部まで正確に聞き取る練習を行います。次に、DVDの中の表現から、重
要なフレーズを覚え、自分のことを英語で表現する練習をします。最後には、DVDの内容を扱った英
文をはやく、正確に読む練習をします。授業中に読んだ英文は、細部までの詳細な読みは課題とし
て自宅で行い、翌週確認作業を行います。教科書の中で、授業時に指定した構文や表現は、必ず身
に付けてもらうようにします。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

1) DVD教材を聞いて、必要な情報を聞き取り、使われた重要な表現を使えるようになる。
2) 様々なテーマを扱った英文を読んで、必要な情報を見つけ、英文の内容を90%理解することがで
きる。
3) 学習して教材を利用してプレゼン用の原稿を作成し、プレゼンを行うことができる。
4) 他のスピーカーのプレゼン内容へのコメントや意見交換ができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

e-learning教材学習テスト40%、e-learning教材学習週の学習時間・進捗度10%、定期試験35%、小テ
スト・プレゼンペーパー等の提出物や 授業でのアクティビティ15% で行います。
※詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

e-learning 自学自習　（合計30時間）
毎回課せられる英文教材の精読。（1時間/回）
小テストのための学習。（1時間/回）

事前、事後学習の内容/Preparation & Review



Repeating, Pair Work, Listening Strategies、 Scanning、 Skimmingキーワード/Keywords

教科書（テキスト）：Talking About Our Campus （DVD付き）（英宝社）￥2,300教科書・教材・参考書/Materials

全回出席が原則。教科書も必ず購入すること。受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

英語の力をつけるためには、授業の予習、復習に加えて、自分で英語学習を作りだし、英語の教材
にチャレンジすることが大切です。長崎大学で推薦しているe-learning 教材（３ Step やパワーワ
ーズ）やＮＨＫテレビやラジオの英語講座などがおすすめです

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション第1回

e-learning  Power Words Unit 1̃ Unit 25   ADL Unit 1第2回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 1 and 2）
Power Words Unit 1̃ Unit 20 小テスト

第3回

e-learning  Power Words Unit 26̃ Unit 50   ADL Unit 2第4回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 3 and 4）
Power Words Unit 21̃ Unit 40 小テスト

第5回

e-learning 教材学習テスト第1回目第6回

e-learning  Power Words Unit 51̃ Unit 75   ADL Unit 3第7回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 5 ）
Power Words Unit 51̃ Unit 70 小テスト

第8回

e-learning  Power Words Unit 76̃ Unit 100  ADL Unit 4-5第9回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 6 and 7）
Power Words Unit 71̃ Unit 90 小テスト

第10回

e-learning 教材学習テスト第2回目第11回

e-learning  学習　（自主教材　Campus Tour )第12回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 8 and 9）第13回

e-learning  学習　（自主教材　Campus Tour )第14回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 10 and 11）第15回

定期試験第16回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 1

2021/09/28～2022/01/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011020

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(K3)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

西川　美香子

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

西川　美香子

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

西川　美香子

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟13／RoomA-13教室／Class room

K3対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

m-nishikawa▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

総合教育研究棟１０階　担当教員研究室/Office

（０９５）８１９－２９５２担当教員TEL/Tel

メールによる対応。対面を希望する場合は、事前にメールで問い合わせて時間の予約をすること。
Office Hours: Wed. 2nd and 3rd periods

担当教員オフィスアワー/Office hours

このクラスは、ハイブリット形式の授業となる。具体的な授業の進行方法については、初回のオリ
エンテーション(授業後半の45分）で説明を行うので必ず出席すること。

リスニング力の向上と＆語彙の構築：
隔週で90分指定されたe-learning教材 3Step (American Daily Life)のUnit 1から５を学習する。
またPowerWords (Level ４, Unit 1-100)による自学学習で、アカデミック英語の基礎である語彙力
を強化する。
ライティング＆スピーキング力の向上：
対面授業（90分）では、日常的な話題に関するEmails, Paragraph Essaysなどを書いたり、ミニ・
プレゼン発表を行うなど発進型の英語運用能力向上を目指す。

対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行うこと。ただし、教材学習時間と
しては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行うこと。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

e-Learning教材の動画教材を通じ、日常的な英語表現やリスニング力を向上させ、ストーリーの概
要（大意）が理解できるようになること。また基本的な語彙習得すること。対面授業を通じ、日常
的な話題を中心に英語によるコミュニケーション能力の基礎（発進型能力）を身につけることを目
標とする。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

e-Learning教材学習テスト2回（40%)
e-Learning教材学習週の学習時間及び進捗度（10%)
1回目のテストは11月10日（水）2回目のテストは12月15日（水）に対面で行われる。
課題の提出（4回x５点満点）（20%)
Video Presentation (20%)
積極的な授業への参加（10%)
これらの合計60点以上が合格となる。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation



詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

e-Learning 自学自習(合計 30 時間)
予習:事前に指定した教科書の範囲に目を通すこと、また課題提出に向けた学習(1 時間/回) ・教科
書を再読し、理解を確実にするよう努め、また理解が不十分な点については、次の授業までに質問
できるよう整理しておくこと(1 時間/回)

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

Effective Writing for Global Communication (英宝社）
ISBN: 978-4-269-32012-3

教科書・教材・参考書/Materials

具体的な授業の進行方法については、初回のオリエンテーション(授業前半の45分）で説明を行うの
で必ず出席すること。

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

実用的な英語運用能力を伸ばしていきましょう。そのためには、継続的な学習及び英語を実際に使
うという習慣が必要です。対面授業では皆さんが発話をする機会を多く持ちたいと思います。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

第1回　 オリエンテーション (後半45分）対面第1回

e-Learning：PWH Unit 1～25, ADL Unit 1第2回

（対面）Unit 1：Study Abroad (Self-Introduction email)第3回

e-Learning：PWH Unit 26～50, ADL Unit 2第4回

（対面）Unit 4：Campus Life (Request email)第5回

e-Learning教材学習テスト（1回目）第6回

e-Learning：PWH Unit 51～75, ADL Unit 3第7回

（対面）Unit 7：Sport (Invitation email)第8回

e-Learning：PWH Unit 76～100, ADL Unit 4 & Unit 5第9回

（対面）Unit 6：Lifestyle (Advice email/paragraph)第10回

e-Learning教材学習テスト（2回目）第11回

e-Learning：Campus Life (MIT)第12回

（対面）How to create a video presentation on Campus Life (Nagasaki Uni)第13回

e-Learning：Campus Life (Harvard)第14回

（対面）Peer reviewing video presentations on  Campus Life (Nagasaki Uni)第15回

Feedback Day (通常授業：後半）第16回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 2

2021/09/28～2022/01/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011021

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(L(英1))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育B棟34／RoomB-34教室／Class room

L(英1)対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

ogasa-s▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部実験棟1階担当教員研究室/Office

095-819-2094担当教員TEL/Tel

月3 水３ 木２担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語Ⅱ」は、ハイブリッド型の授業が行われます。詳細については、1回目の授業（オリエン
テーション）で説明します。
　対面授業は隔週で実施されます。
　対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行ってもらいます。ただし、教材
学習時間としては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行ってください。
　対面授業では、DVDを用いて、必要な情報を探しながら、英語を聞き取る練習を行います。さらに
、Dictation活動により、細部まで正確に聞き取る練習を行います。次に、DVDの中の表現から、重
要なフレーズを覚え、自分のことを英語で表現する練習をします。最後には、DVDの内容を扱った英
文をはやく、正確に読む練習をします。授業中に読んだ英文は、細部までの詳細な読みは課題とし
て自宅で行い、翌週確認作業を行います。教科書の中で、授業時に指定した構文や表現は、必ず身
に付けてもらうようにします。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

1) CD教材を聞いて、必要な情報を聞き取り、使われた重要な表現を使えるようになる。
2) 様々なテーマを扱った英文を読んで、必要な情報を見つけ、英文の内容を90%理解することがで
きる。
3) 学習して教材を利用してプレゼン用の原稿を作成し、プレゼンを行うことができる。
4) 他のスピーカーのプレゼン内容へのコメントや意見交換ができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

e-learning教材学習テスト40%、e-learning教材学習週の学習時間・進捗度10%、定期試験35%、小テ
スト・プレゼンペーパー等の提出物や 授業でのアクティビティ15% で行います。
※詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

e-learning 自学自習　（合計30時間）
毎回課せられる英文教材の精読。（1時間/回）
小テストのための学習。（1時間/回）

事前、事後学習の内容/Preparation & Review



Repeating, Pair Work, Listening Strategies、 Scanning、 Skimmingキーワード/Keywords

教科書（テキスト）：Power-Up Your English with CNN （朝日出版）￥1,800教科書・教材・参考書/Materials

全回出席が原則。教科書も必ず購入すること。受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

英語の力をつけるためには、授業の予習、復習に加えて、自分で英語学習を作りだし、英語の教材
にチャレンジすることが大切です。長崎大学で推薦しているe-learning 教材（３ Step やパワーワ
ーズ）やＮＨＫテレビやラジオの英語講座などがおすすめです

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション第1回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 1 and 2）
Power Words Unit 1̃ Unit 20 小テスト

第2回

e-learning  Power Words Unit 1̃ Unit 25   ADL Unit 1第3回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 3 and 4）
Power Words Unit 21̃ Unit 40 小テスト第4回

e-learning  Power Words Unit 26̃ Unit 50   ADL Unit 2第5回

e-learning 教材学習テスト第1回目第6回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 5 ）
Power Words Unit 51̃ Unit 70 小テスト

第7回

e-learning  Power Words Unit 51̃ Unit 75   ADL Unit 3第8回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 6 and 7）
Power Words Unit 71̃ Unit 90 小テスト

第9回

e-learning  Power Words Unit 76̃ Unit 100  ADL Unit 4-5第10回

e-learning 教材学習テスト第2回目第11回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 8 and 9）第12回

e-learning  学習　（自主教材　Campus Tour )第13回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 10 and 11）第14回

e-learning  学習　（自主教材　Campus Tour )第15回

定期試験第16回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 2

2021/09/28～2022/01/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011022

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(L(英2))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育B棟34／RoomB-34教室／Class room

L(英2)対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

ogasa-s▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部実験棟1階担当教員研究室/Office

095-819-2094担当教員TEL/Tel

月3 水３ 木２担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語Ⅱ」は、ハイブリッド型の授業が行われます。詳細については、1回目の授業（オリエン
テーション）で説明します。
　対面授業は隔週で実施されます。
　対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行ってもらいます。ただし、教材
学習時間としては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行ってください。
　対面授業では、DVDを用いて、必要な情報を探しながら、英語を聞き取る練習を行います。さらに
、Dictation活動により、細部まで正確に聞き取る練習を行います。次に、DVDの中の表現から、重
要なフレーズを覚え、自分のことを英語で表現する練習をします。最後には、DVDの内容を扱った英
文をはやく、正確に読む練習をします。授業中に読んだ英文は、細部までの詳細な読みは課題とし
て自宅で行い、翌週確認作業を行います。教科書の中で、授業時に指定した構文や表現は、必ず身
に付けてもらうようにします。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

1) CD教材を聞いて、必要な情報を聞き取り、使われた重要な表現を使えるようになる。
2) 様々なテーマを扱った英文を読んで、必要な情報を見つけ、英文の内容を90%理解することがで
きる。
3) 学習して教材を利用してプレゼン用の原稿を作成し、プレゼンを行うことができる。
4) 他のスピーカーのプレゼン内容へのコメントや意見交換ができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

e-learning教材学習テスト40%、e-learning教材学習週の学習時間・進捗度10%、定期試験35%、小テ
スト・プレゼンペーパー等の提出物や 授業でのアクティビティ15% で行います。
※詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

e-learning 自学自習　（合計30時間）
毎回課せられる英文教材の精読。（1時間/回）
小テストのための学習。（1時間/回）

事前、事後学習の内容/Preparation & Review



Repeating, Pair Work, Listening Strategies、 Scanning、 Skimmingキーワード/Keywords

教科書（テキスト）：Power-Up Your English with CNN （朝日出版）￥1,800教科書・教材・参考書/Materials

全回出席が原則。教科書も必ず購入すること。受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

英語の力をつけるためには、授業の予習、復習に加えて、自分で英語学習を作りだし、英語の教材
にチャレンジすることが大切です。長崎大学で推薦しているe-learning 教材（３ Step やパワーワ
ーズ）やＮＨＫテレビやラジオの英語講座などがおすすめです

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション第1回

e-learning  Power Words Unit 1̃ Unit 25   ADL Unit 1第2回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 1 and 2）
Power Words Unit 1̃ Unit 20 小テスト

第3回

e-learning  Power Words Unit 26̃ Unit 50   ADL Unit 2第4回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 3 and 4）
Power Words Unit 21̃ Unit 40 小テスト第5回

e-learning 教材学習テスト第1回目第6回

e-learning  Power Words Unit 51̃ Unit 75   ADL Unit 3
第7回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 5 ）
Power Words Unit 51̃ Unit 70 小テスト

第8回

e-learning  Power Words Unit 76̃ Unit 100  ADL Unit 4-5
第9回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 6 and 7）
Power Words Unit 71̃ Unit 90 小テスト第10回

e-learning 教材学習テスト第2回目第11回

e-learning  学習　（自主教材　Campus Tour )
第12回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 8 and 9）第13回

e-learning  学習　（自主教材　Campus Tour )第14回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 10 and 11）第15回

定期試験第16回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 2

2021/09/28～2022/01/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011023

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(L(英3))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

奥田　阿子／Ako Okuda

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

奥田　阿子／Ako Okuda

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

奥田　阿子／Ako Okuda

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育C棟45／RoomC-45教室／Class room

L(英3)対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

a-okuda▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教養教育講義棟　B棟1F担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

まずは、メールで質問は受け付けます。a-okuda▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に
置き換えてください。）

担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語Ⅱ」は、ハイブリッド型の授業が行われます。詳細については、1回目の授業（オリエン
テーション）で説明します。
　対面授業は隔週で実施されます。
　対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行ってもらいます。ただし、教材
学習時間としては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行ってください。
　対面授業では、教科書や動画教材を用いて、必要な情報を探しながら、英語を聞き取る練習を行
います。必要な情報を正確に聞き取れるように、Dictationを通して練習を行います。教科書や動画
教材の中の表現から、重要なフレーズを覚え、スピーキング、ライティングも含めて、自分のこと
を英語で発信する訓練を行います。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

1.教科書や動画教材を聞いて、必要な情報を正確に聞き取ることができる。
2. 教材で学ぶ語句や表現を使って自分のことを発信できるようになる。
3. 学習して教材を利用してプレゼン用の原稿を作成し、プレゼンを行うことができる。
4. 他のスピーカーのプレゼン内容へのコメントすることができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

e-learning教材学習テスト2回：40%
e-learning教材学習週の学習時間・進捗度：10%
小テスト：10%
授業への参加度（プレゼン、提出物、授業への積極的な参加など）：20%
期末試験：20%
※e-learning教材学習週については、学習時間・進捗度等を総合的に判断し、成績に反映します。
詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson



・e-learning 自学自習（合計30 時間）
・予習：事前に指定した教科書の範囲に目を通すこと、また小テストに向けた学習（1 時間／回）
・復習：授業内容を振り返り、理解が不十分な点については、次の授業までに質問できるよう整理
しておくこと（1 時間／回）

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

Repeating, Pair Work, Listening Strategies, Scanning, Skimmingキーワード/Keywords

教科書（テキスト）：CNNショートニュースを用いたリスニング・ リーディング スキルアップ（朝
日出版）￥1,980
教科書は、毎回使用しますので購入してください。

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション第1回

L3（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 1 and 2）
L4（対面なし）：Power Words Unit 1̃ Unit 25, ADL:unit1

第2回

L3（対面なし）：Power Words Unit 1̃ Unit 25, ADL:unit1
L4（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 1 and 2）

第3回

L3（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 3 and 4）
L4（対面なし）：Power Words Unit 26̃ Unit 50, ADL:unit2

第4回

L3（対面なし）：Power Words Unit 26̃ Unit 50, ADL:unit2
L4（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 3 and 4）

第5回

e-learning 教材学習テスト (1)（対面）第6回

L3（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 5 and 6）
L4（対面なし）：Power Words Unit 51̃ Unit 75, ADL:unit3

第7回

L3（対面なし）：Power Words Unit 51̃ Unit 75, ADL:unit3
L4（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 5 and 6）

第8回

L3（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 7 and 8）
L4（対面なし）：Power Words Unit 76̃ Unit 100, ADL:unit4

第9回

L3（対面なし）：Power Words Unit 76̃ Unit 100, ADL:unit4
L4（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 7 and 8）

第10回

e-learning 教材学習テスト (2)（対面）第11回

L3（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 9 and 10）
L4（対面なし）：動画教材

第12回

L3（対面なし）：動画教材
L4（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 9 and 10）

第13回

L3（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 11 and 12）
L4（対面なし）：動画教材

第14回

L3（対面なし）：動画教材
L4（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 11 and 12）

第15回

期末試験第16回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 2

2021/09/28～2022/01/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011024

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(L(英4))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

奥田　阿子／Ako Okuda

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

奥田　阿子／Ako Okuda

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

奥田　阿子／Ako Okuda

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育C棟45／RoomC-45教室／Class room

L(英4)対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

a-okuda▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教養教育講義棟　B棟1F担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

まずは、メールで質問は受け付けます。a-okuda▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に
置き換えてください。）

担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語Ⅱ」は、ハイブリッド型の授業が行われます。詳細については、1回目の授業（オリエン
テーション）で説明します。
　対面授業は隔週で実施されます。
　対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行ってもらいます。ただし、教材
学習時間としては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行ってください。
　対面授業では、教科書や動画教材を用いて、必要な情報を探しながら、英語を聞き取る練習を行
います。必要な情報を正確に聞き取れるように、Dictationを通して練習を行います。教科書や動画
教材の中の表現から、重要なフレーズを覚え、スピーキング、ライティングも含めて、自分のこと
を英語で発信する訓練を行います。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

1.教科書や動画教材を聞いて、必要な情報を正確に聞き取ることができる。
2. 教材で学ぶ語句や表現を使って自分のことを発信できるようになる。
3. 学習して教材を利用してプレゼン用の原稿を作成し、プレゼンを行うことができる。
4. 他のスピーカーのプレゼン内容へのコメントすることができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

e-learning教材学習テスト2回：40%
e-learning教材学習週の学習時間・進捗度：10%
小テスト：10%
授業への参加度（プレゼン、提出物、授業への積極的な参加など）：20%
期末試験：20%
※e-learning教材学習週については、学習時間・進捗度等を総合的に判断し、成績に反映します。
詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson



・e-learning 自学自習（合計30 時間）
・予習：事前に指定した教科書の範囲に目を通すこと、また小テストに向けた学習（1 時間／回）
・復習：授業内容を振り返り、理解が不十分な点については、次の授業までに質問できるよう整理
しておくこと（1 時間／回）

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

Repeating, Pair Work, Listening Strategies, Scanning, Skimmingキーワード/Keywords

教科書（テキスト）：CNNショートニュースを用いたリスニング・ リーディング スキルアップ（朝
日出版）￥1,980
教科書は、毎回使用しますので購入してください。

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション第1回

L3（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 1 and 2）
L4（対面なし）：Power Words Unit 1̃ Unit 25, ADL:unit1

第2回

L3（対面なし）：Power Words Unit 1̃ Unit 25, ADL:unit1
L4（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 1 and 2）

第3回

L3（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 3 and 4）
L4（対面なし）：Power Words Unit 26̃ Unit 50, ADL:unit2

第4回

L3（対面なし）：Power Words Unit 26̃ Unit 50, ADL:unit2
L4（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 3 and 4）

第5回

e-learning 教材学習テスト (1)（対面）第6回

L3（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 5 and 6）
L4（対面なし）：Power Words Unit 51̃ Unit 75, ADL:unit3

第7回

L3（対面なし）：Power Words Unit 51̃ Unit 75, ADL:unit3
L4（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 5 and 6）

第8回

L3（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 7 and 8）
L4（対面なし）：Power Words Unit 76̃ Unit 100, ADL:unit4

第9回

L3（対面なし）：Power Words Unit 76̃ Unit 100, ADL:unit4
L4（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 7 and 8）

第10回

e-learning 教材学習テスト (2)（対面）第11回

L3（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 9 and 10）
L4（対面なし）：動画教材

第12回

L3（対面なし）：動画教材
L4（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 9 and 10）

第13回

L3（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 11 and 12）
L4（対面なし）：動画教材

第14回

L3（対面なし）：動画教材
L4（対面あり）：Listening, Writing and Reading （テキストUnit 11 and 12）

第15回

期末試験第16回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 2

2021/09/28～2022/01/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011025

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(M5)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

西原　俊明／Nishihara Toshiaki

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

西原　俊明／Nishihara Toshiaki

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

西原　俊明／Nishihara Toshiaki

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育B棟44／RoomB-44教室／Class room

M5対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

t-nishi▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部実験棟1階
言語教育研究センター１階段

担当教員研究室/Office

095-819-2095担当教員TEL/Tel

火曜日13:00以降 他は、only by appointment担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語Ⅱ」は、ハイブリッド型の授業が行われます。詳細については、1回目の授業（オリエン
テーション）で説明します。
対面授業は隔週で実施されます。対面授業では、基礎的な英語運用能力を高めることを授業のねら
いとする。特に、音声言語によるコミュニケーション能力向上を目指します。また、リスニング教
材・リーデイング教材として、適宜、医学英語にふれます。対面授業がない週は、指定されたe-
learning教材学習を各自で行ってもらいます。ただし、教材学習時間としては十分ではないので、
前期同様、授業外でも学習を行ってください。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

この授業を通して、基礎的な種々の速読スキル、リスニングストラテジーを身につけることができ
る。また、英語によるコミュニケーション活動に慣れ、基礎的なコミュニケーション能力を身につ
けることができる。さらに、動詞の中核イメージを理解し、日本語直訳によらない英語表現、特に
、Plain Englishの基礎を身につける。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

授業内小テスト（看護英語表現）(50%)＋e-learning教材学習テスト2回(40%)＋e-learning教材学習
週の学習時間・進捗度(10%)
※隔週で取り組むe-learning教材学習週については、学習時間・進捗度等を総合的に判断し、成績
に反映します。詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

3StepとPower Wordsを用いてのe-learning学習は、2回のe-learning教材学習テストでもって評価す
る。1回目は、11/8̃12の間 (水曜日は、11/10)、2回目は12/13̃17の間(水曜日は、12/15)に実施さ
れます。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson



e-learning自学自習（合計30時間）
授業で取り上げる動詞の基本イメージを理解するアプリを通して、英文をアウトプットできるよう
に練習し毎週の小テストに備えること。さらに、授業で取り上げるストラテジーの復習を行うこと
。これらの学習のためには、毎回2.0h程度の学習を要することになる。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

Reading, listening, and summarizing strategiesキーワード/Keywords

適宜、資料を配布します。教科書・教材・参考書/Materials

毎回、LACSにあげられる教材をもとに復習と小テストの準備をを行うこと。受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

授業で紹介される聞き取りのこつ等を配布される電子化教材を用いて必ず復習すること。学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション
授業の進め方、及び授業で取り上げるスキルの概要説明

第1回

対面学習
First Visit and Examination

第2回

e-learning学習(1)
Power Words (以下、PW): Unit 1 ̃ Unit 25
ADL: Unit 1

第3回

対面学習
Flu symptoms and pain problems

第4回

e-learning学習(2)
PW: Unit 26̃ Unit 50
ADL: Unit 2

第5回

e-learning教材学習テスト１回目（対面で実施予定）第6回

対面学習
Adnominal Pain

第7回

e-learning学習(3)
PW: Unit 51̃ Unit 75
ADL: Unit 3

第8回

対面学習
Urinalysis and cholesterol
VOA listening (cholesterol)

第9回

e-learning学習(4)
PW: Unit 76̃ Unit 100
ADL: Unit 4̃ Unit 5

第10回

e-learning教材学習テスト2回目（対面で実施予定）第11回

対面学習
anemia and injury

第12回

e-learning学習(5)
Google Formsにアクセスして実施 Obesity and Nauru

第13回

対面学習
Operation period and ultrasound examination
Menopause

第14回

まとめ第15回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 2

2021/09/28～2022/01/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011026

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(M6)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

西原　俊明／Nishihara Toshiaki

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

西原　俊明／Nishihara Toshiaki

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

西原　俊明／Nishihara Toshiaki

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育B棟44／RoomB-44教室／Class room

M6対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

t-nishi▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部実験棟1階
言語教育研究センター１階段

担当教員研究室/Office

095-819-2095担当教員TEL/Tel

火曜日13:00以降 他は、only by appointment担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語Ⅱ」は、ハイブリッド型の授業が行われます。詳細については、1回目の授業（オリエン
テーション）で説明します。
対面授業は隔週で実施されます。対面授業では、基礎的な英語運用能力を高めることを授業のねら
いとします。特に、音声言語によるコミュニケーション能力向上を目指します。また、リスニング
教材・リーデイング教材として、適宜、医学英語にふれます。対面授業がない週は、指定されたe-
learning教材学習を各自で行ってもらいます。ただし、教材学習時間としては十分ではないので、
前期同様、授業外でも学習を行ってください。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

この授業を通して、基礎的な種々の速読スキル、リスニングストラテジーを身につけることができ
る。また、英語によるコミュニケーション活動に慣れ、基礎的なコミュニケーション能力を身につ
けることができる。さらに、動詞の中核イメージを理解し、日本語直訳によらない英語表現、特に
、Plain Englishの基礎を身につける。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

授業内小テスト（看護英語表現）(50%)＋e-learning教材学習テスト2回(40%)＋e-learning教材学習
週の学習時間・進捗度(10%)
※隔週で取り組むe-learning教材学習週については、学習時間・進捗度等を総合的に判断し、成績
に反映します。詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

3StepとPower Wordsを用いてのe-learning学習は、2回のe-learning教材学習テストでもって評価す
る。1回目は、11/8̃12の間 (水曜日は、11/10)、2回目は12/13̃17の間(水曜日は、12/15)に実施さ
れます。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson



e-learning自学自習（合計30時間）
授業で取り上げる動詞の基本イメージを理解するアプリを通して、英文をアウトプットできるよう
に練習し毎週の小テストに備えること。さらに、授業で取り上げるストラテジーの復習を行うこと
。これらの学習のためには、毎回2.0h程度の学習を要することになる。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

Reading, listening, and summarizing strategiesキーワード/Keywords

Medical English Clinic センゲージ教科書・教材・参考書/Materials

毎回、LACSにあげられる教材をもとに復習と小テストの準備をを行うこと。受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

授業で紹介される聞き取りのこつ等を配布される電子化教材を用いて必ず復習すること。学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション
授業の進め方、及び授業で取り上げるスキルの概要説明

第1回

e-learning学習(1)
Power Words (以下、PW): Unit 1 ̃ Unit 25
ADL: Unit 1

第2回

対面学習
First Visit and Examination

第3回

e-learning学習(2)
PW: Unit 26̃ Unit 50
ADL: Unit 2

第4回

対面学習
Flu symptoms and pain problems

第5回

e-learning教材学習テスト１回目（対面で実施予定）第6回

e-learning学習(3)
PW: Unit 51̃ Unit 75
ADL: Unit 3

第7回

対面学習
Adnominal Pain

第8回

e-learning学習(4)
PW: Unit 76̃ Unit 100
ADL: Unit 4̃ Unit 5

第9回

対面学習
Urinalysis and cholesterol
VOA listening (cholesterol)

第10回

e-learning教材学習テスト2回目（対面で実施予定）第11回

e-learning学習(5)
Google Formsにアクセスして実施 Obesity and Nauru

第12回

対面学習
anemia and injury

第13回

e-learning学習(6)
Google Formsにアクセスして実施

第14回

対面学習
Operation period and ultrasound examination
Menopause

第15回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period木／Thu 3

2021/09/28～2022/01/27開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011027

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(T2)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

上村　俊彦／Uemura Toshihiko

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

上村　俊彦／Uemura Toshihiko

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

上村　俊彦／Uemura Toshihiko

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟41／RoomA-41教室／Class room

T2対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

yandi▲sun.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控室担当教員研究室/Office

eメールで連絡してください。担当教員TEL/Tel

木3時限目終了時担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語II」は、ハイブリッド型（対面クラスとe-learning）で授業が行われます。
対面クラスは、教室で授業を受ける形態です。
対面クラスがない週は、指定されたe-learning教材を独自に学習する形態です。ただし、教材学習
時間としては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習をおこなってください。
詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。）

授業の概要及び位置づけ/Course overview

英語の学習を通じて多様な世界に興味を持つと共に、日本の社会や文化を再認識する機会を持つ。
自分の考えを基本的な英語を使い発信することができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
■E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
　多様なオンラインリソースを活用したクラス展開
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

・e-learning教材学習テスト2回（40%）/・e-learning教材学習の学習時間・進捗状況（10%）
・中間試験（20%）/・最終試験（20%）/・提出物（10%）
＊詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

e-learning自学自習（合計30h）
対面クラス
　事前：クラス学習範囲のオンライン音源・映像コンテンツの確認(1/2h)
　事後：オンラインコンテンツ（MyELT含む）の自律学習(1h)

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

ハイブリッド型、対面クラス
e-learning、PWH、ADL、CEFR、 B1、 MyELT

キーワード/Keywords

Hughes, j., Stephebson, H., & Dummett, P. (2019). Life 2nd ed. 3B. Boston: National
Geographic Learning.

教科書・教材・参考書/Materials

ハイブリッド型クラスに応じた学習を遂行。
オンライン学習コンテンツ（MyELT含む）の活用。

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

https://eltngl.com/sites/Life2e/home備考（URL）/Remarks (URL)

対面クラス（教室での履修）とe-leaning（オンライン履修）による学習に習熟しましょう。
対面クラスでは、毎授業の最初にListening Quiz（英語聞き取り）をおこないます。　
課外の音読ドリルを習慣化しましょう。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

対面クラス
　オリエンテーション

Sept. 30

対面クラス
　7a Gr: present perfect & simple past, prepositions (place & manner)(56)/ pronunciation:
intrusive /w/ (57)
　7c Fifty-first century cowboys (58)/ 7e Writing: a resume/ 7f My working life (Video

Oct. 7

e-learning
　PWH: Unit 1～ 25/ ADL: Unit 1

Oct. 14

対面クラス
　8a zero & first conditionals (62)/ 8b Gr: defining rekative clauses (63, 64)
　8c Designs from nature (66)/ 8d pronunciation linking (67)
　8f Ancient languages, modern technology (Video 8.1 & 2)

Oct. 21

e-learning
　PWH: Unit 26～ 50/ ADL: Unit 2

Oct. 28

対面クラス
　8a zero & first conditionals (62)/ 8b Gr: defining rekative clauses (63, 64)
　8c Designs from nature (66)/ 8d pronunciation linking (67)
　8f Ancient languages, modern technology (Video 8.1 & 2)

Nov. 4

e-learning教材学習テスト1回目（対面で実施）Nov. 11

e-learning
　PWH: Unit 51～ 75/ ADL: Unit 3

Nov. 18

対面クラス
　9a Gr: past perfect(71)/ pronunciation: 'd (72)/ 9b Gr: subject questions (73)
　9c Two sides of Paris (76) 9e writing: an email requesting information
　9f Living in Venice (video 9.1 & 2)

Nov. 25

e-learning
　PWH: Unit 76～ 100/ ADL: Unit 4～ 5

Dec. 2

対面クラス
　10a Gr: the passive/ 10b Gr: used to (82), pronunciation /s/ or /z// 10c Is stuff
winning? (84)

Dec. 9

e-learning教材学習テスト2回目（対面で実施）Dec. 16

e-learning
　MyELT　

Jan. 6

対面クラス
　11a Gr: reported speech/ Gr: 11b reporting verbs (89)
　11c Stealing history (90)/ 11e Writing: a biography
　11f The golden record (video 11.1 &2)

Jan. 13

e-learning
　MyELT　

Jan. 27

対面クラス
　最終試験

Feb. 3



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period木／Thu 3

2021/09/28～2022/01/27開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011028

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(T3)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

上村　俊彦／Uemura Toshihiko

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

上村　俊彦／Uemura Toshihiko

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

上村　俊彦／Uemura Toshihiko

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟41／RoomA-41教室／Class room

T3対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

yandi▲sun.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控室担当教員研究室/Office

メールで連絡してください。担当教員TEL/Tel

木3時限目終了後担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語II」は、ハイブリッド型（対面クラスとe-learning）で授業が行われます。
対面クラスは、教室で授業を受ける形態です。
対面クラスがない週は、指定されたe-learning教材を独自に学習する形態です。ただし、教材学習
時間としては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習をおこなってください。
詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。）

授業の概要及び位置づけ/Course overview

英語の学習を通じて多様な世界に興味を持つとともに、日本の社会や文化を再認識する機会を持つ
。自分の考えを基本的な英語を使い発信することができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
■E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
　多様なオンラインリソースを活用したクラス展開
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

・e-learning教材学習テスト2回（40%）/・e-learning教材学習の学習時間・進捗状況（10%）
・中間試験（20%）/・最終試験（20%）/・提出物（10%）
＊詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

e-learning自学自習（合計30h）
対面クラス
　事前：クラス学習範囲のオンライン音源・映像コンテンツの確認（1/2h）
　事後：オンラインコンテンツ（MyELT）の自律学習（1h）

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

ハイブリッド型、対面クラス
e-learning、PWH、ADL、CEFR、B1、MyELT　

キーワード/Keywords

Hughes, j., Stephenson, H. & Dummett, P. (2019) Life 2nd ed. 3B. Boston: National
Geographic Learning.

教科書・教材・参考書/Materials

ハイブリッド型クラスに応じた学習を遂行
オンライン学習コンテンツ（MyELT含む）の活用

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

https://eltngl.com/sites/life2e/home備考（URL）/Remarks (URL)

対面クラス（教室での履修）とe-learning（オンライン履修）による学習に習熟しましょう。
対面クラスでは、毎回最初にListening Quiz（英語聞き取り）をおこないます。
課外の音読ドリルを習慣化しましょう。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

対面クラス
　オリエンテーション

Sept. 30

e-learning
　PWH: Unit 1～ 25/ ADL: Unit1

Oct. 7

対面クラス
　7a Gr: present perfect & simple past, prepositions (place & manner)(56)/ pronunciation:
intrusive /w/ (57)
　7c Fifty-first century cowboys (58)/ 7e Writing: a resume/ 7f My working life (Video

Oct. 14

e-learning
　PWH: Unit 26～ 50/ ADL: Unit 2

Oct. 21

対面クラス
　8a zero & first conditionals (62)/ 8b Gr: defining rekative clauses (63, 64)
　8c Designs from nature (66)/ 8d pronunciation linking (67)
　8f Ancient languages, modern technology (Video 8.1 & 2)

Oct. 28

e-learning
　PWH: Unit 1～ 50/ ADL: Unit 1～ 2

Nov. 4

e-learning教材学習テスト1回目（対面で実施）Nov. 11

対面クラス
　9a Gr: past perfect(71)/ pronunciation: 'd (72)/ 9b Gr: subject questions (73)
　9c Two sides of Paris (76) 9e writing: an email requesting information
　9f Living in Venice (video 9.1 & 2)

Nov. 18

e-learning
　PWH: Unit 51～ 75/ ADL: Unit 3

Nov. 25

対面クラス
　10a Gr: the passive/ 10b Gr: used to (82), pronunciation /s/ or /z// 10c Is stuff
winning? (84)

Dec. 2

e-learning
　PWH: Unit 51～ 75/ ADL: Unit 4～ 5

Dec. 9

e-learning教材学習テスト2回目（対面で実施）Dec. 16

対面クラス
　11a Gr: reported speech/ Gr: 11b reporting verbs (89)
　11c Stealing history (90)/ 11e Writing: a biography/ 11f The golden record (video 11.1

Jan. 6

e-learning
　MyELT

Jan. 13

対面クラス
　12a Gr: second conditional (94)/ pronunciation would/ wouldn't/ 'd (95)
　12b Gr: anywhere, everyone, nobody, something, etc.(96)/ 12c Living with chimpanzees
(97)

Jan. 27

対面クラス
　学期末試験

Feb. 3



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period木／Thu 4

2021/09/28～2022/01/27開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011029

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(J1)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

上村　俊彦／Uemura Toshihiko

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

上村　俊彦／Uemura Toshihiko

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

上村　俊彦／Uemura Toshihiko

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟33／RoomA-33教室／Class room

J1対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

yandi▲sun.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控室担当教員研究室/Office

メールで連絡してください。担当教員TEL/Tel

木4授業終了後担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語II」は、ハイブリッド型（対面クラスとe-learning）で授業が行われます。
対面クラスは、教室で授業を受ける形態です。
対面クラスがない週は、指定されたe-learning教材を独自に学習する形態です。ただし、教材学習
時間としては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習をおこなってください。
詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。）

授業の概要及び位置づけ/Course overview

英語の学習を通じて多様な世界に興味を持つとともに、日本の社会や文化を再認識する機会を持つ
。自分の考えを基本的な英語を使い発信することができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
■E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
　多様なオンラインリソースを利用したクラス展開
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

・e-learning教材学習テスト2回（40%）/・e-learning教材学習の学習時間・進捗状況（10%）
・中間試験（20%）/・最終試験（20%）/・提出物（10%）
＊詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

e-learning自学自習（合計30h）
対面クラス
　事前：クラス学習範囲のオンライン音源・映像コンテンツの確認(1/2h)
　事後：オンラインコンテンツ（MyELT含む）の自律学習(1h)

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

ハイブリッド型、対面クラス
e-learning、PWH、ADL、CEFR、B1、MyELT

キーワード/Keywords

Hughes、J., Stephenson, H. & Dummett, P. (2019). Life 2nd ed. 3B. Boston: National
Geographic Learning.

教科書・教材・参考書/Materials

ハイブリッド型クラスに応じた学習を遂行。
オンラインコンテンツ（MyELT含む）の活用。

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

https://eltngl.com/sites/Life2e/home備考（URL）/Remarks (URL)

対面クラス（教室での履修）とe-learning（オンライン履修）による学習に習熟しましょう。
対面クラスでは、毎回最初にListening Quiz（英語聞き取り）をおこないます。
課外の音読ドリルを習慣化しましょう。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

対面クラス
　オリエンテーション

Sept. 30

対面クラス
　7a Gr: present perfect & simple past, prepositions (place & manner)(56)/ pronunciation:
intrusive /w/ (57)
　7c Fifty-first century cowboys (58)/ 7e Writing: a resume/ 7f My working life (Video

Oct. 7

e-learning
　PWH: Unit 1～ 25/  ADL: Unit 1

Oct. 14

対面クラス
   8a zero & first conditionals (62)/ 8b Gr: defining rekative clauses (63, 64)
   8c Designs from nature (66)/ 8d pronunciation linking (67) /  8f Ancient languages,
modern technology (Video 8.1 & 2)

Oct. 21

e-learning
　PWH: Unit 26～ 50/  ADL: Unit 2

Oct. 28

対面クラス
   9a Gr: past perfect(71)/ pronunciation: 'd (72)/ 9b Gr: subject questions (73)
   9c Two sides of Paris (76) 9e writing: an email requesting information
   9f Living in Venice (video 9.1 & 2)

Nov. 4

e-learning教材学習テスト1回目（対面で実施）Nov. 11

e-learning
　PWH: Unit 51～ 75/  ADL: Unit 3

Nov. 18

対面クラス　　
   10a Gr: the passive/ 10b Gr: used to (82), pronunciation /s/ or /z// 10c Is stuff
winning? (84)

Nov. 25

e-learning
　PWH: Unit 76～ 100/  ADL: Unit 4～5

Dec. 2

対面クラス
   11a Gr: reported speech/ Gr: 11b reporting verbs (89)
　11c Stealing history (90)/ 11e Writing: a biography/ 11f The golden record (video 11.1

Dec. 9

e-learning教材学習テスト2回目（対面で実施）Dec. 16

e-learning
　MyELT

Jan. 6

対面クラス
  12a Gr: anywhere, etc. 12c Living with chimpanzee (97)/  12e Writing: an article
   12f Cambodia animal rescue (video 12.1 & 2)

Jan. 13

e-learning
　MyELT

Jan. 27

対面クラス
　学期末試験

Feb. 3



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period木／Thu 4

2021/09/28～2022/01/27開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011030

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(J2)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

上村　俊彦／Uemura Toshihiko

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

上村　俊彦／Uemura Toshihiko

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

上村　俊彦／Uemura Toshihiko

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟33／RoomA-33教室／Class room

J2対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

yandi▲sun.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控室担当教員研究室/Office

メールで連絡してください。担当教員TEL/Tel

木4授業終了後担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語II」は、ハイブリッド型（対面クラスとe-learning）で授業が行われます。
対面クラスは、教室で授業を受ける形態です。
対面クラスがない週は、指定されたe-learning教材を独自に学習する形態です。ただし、教材学習
時間としては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習をおこなってください。
詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

英語の学習を通じて多様な世界に興味を持つとともに、日本の社会や文化を再認識する機会を持つ
。自分の考えを基本的な英語を使い発信することができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
■E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
　多様なオンラインリソースを活用したクラス展開
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

・e-learning教材学習テスト2回（40%）/・e-learning教材学習の学習時間・進捗状況（10%）
・中間試験（20%）/・最終試験（20%）/・提出物（10%）
＊詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

e-learning自学自習（合計30h）
対面クラス
　事前：クラス学習範囲のオンライン音源・映像コンテンツの確認(1/2h)
　事後：オンラインコンテンツ（MyELT含む）の自律学習(1h)

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

ハイブリッド型、対面クラス
e-learning、PWH、ADL、CEFR、B1、MyELT

キーワード/Keywords

Hughes, J., Stephenson, H. & Dummett, P. (2019). Life 2nd ed. 3B. Boston: Cengage
Geographic Learning.

教科書・教材・参考書/Materials

ハイブリッド型クラスに応じた学習を遂行。
オンラインコンテンツ（MyELT含む）の活用。

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

https://eltngl.com/sites/Life2e/home備考（URL）/Remarks (URL)

対面クラス（教室での履修）とe-learning（オンライン履修）による学習に習熟しましょう。
対面クラスでは、毎回最初にListening Quiz（英語聞き取り）をおこないます。
課外の音読ドリルを習慣化しましょう。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

対面クラス
　オリエンテーション

Sept. 30

e-learning
　PWH: Unit 1～ 25/  ADL: Unit 1

Oct. 7

対面クラス
　7a Gr: present perfect & simple past, prepositions (place & manner)(56)/ pronunciation:
intrusive /w/ (57)
   7c Fifty-first century cowboys (58)/ 7e Writing: a resume/ 7f My working life (Video

Oct. 14

e-learning
　PWH: Unit 26～ 50/  ADL: Unit 2

Oct. 21

対面クラス
   8a zero & first conditionals (62)/ 8b Gr: defining rekative clauses (63, 64)
   8c Designs from nature (66)/ 8d pronunciation linking (67)
   8f Ancient languages, modern technology (Video 8.1 & 2)

Oct. 28

e-learning
　PWH: Unit 1～ 50/  ADL: Unit 1～ 2

Nov. 4

e-learning教材学習テスト1回目（対面で実施）Nov. 11

対面クラス
   9a Gr: past perfect(71)/ pronunciation: 'd (72)/ 9b Gr: subject questions (73)
   9c Two sides of Paris (76) 9e writing: an email requesting information
   9f Living in Venice (video 9.1 & 2)

Nov. 18

e-learning
　PWH: Unit 51～ 75/  ADL: Unit 3

Nov. 25

対面クラス
   10a Gr: the passive/ 10b Gr: used to (82), pronunciation /s/ or /z// 10c Is stuff
winning? (84)

Dec. 2

e-learning
　PWH: Unit 76～ 100/  ADL: Unit 4～5

Dec. 9

e-learning教材学習テスト2回目（対面で実施）Dec. 16

対面クラス
　11a Gr: reported speech/ Gr: 11b reporting verbs (89)/  11c Stealing history (90)
　11e Writing: a biography/ 11f The golden record (video 11.1 &2)

Jan. 6

e-learning
　MyELT

Jan. 13

対面クラス
　12a Gr: second conditional (94)/ pronunciation would/ wouldn't/ 'd (95)
　12b Gr: anywhere, everyone, nobody, something, etc.(96)/ 12c Living with chimpanzees
(97)

Jan. 27

対面クラス
　最終試験（対面）　

Feb. 3



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period木／Thu 4

2021/09/28～2022/01/27開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011031

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(J3)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育B棟44／RoomB-44教室／Class room

J3対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

ogasa-s▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部実験棟1階担当教員研究室/Office

095-819-2094担当教員TEL/Tel

月3 水３ 木２担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語Ⅱ」は、ハイブリッド型の授業が行われます。詳細については、1回目の授業（オリエン
テーション）で説明します。
　対面授業は隔週で実施されます。
　対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行ってもらいます。ただし、教材
学習時間としては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行ってください。
　対面授業では、DVDを用いて、必要な情報を探しながら、英語を聞き取る練習を行います。さらに
、Dictation活動により、細部まで正確に聞き取る練習を行います。次に、DVDの中の表現から、重
要なフレーズを覚え、自分のことを英語で表現する練習をします。最後には、DVDの内容を扱った英
文をはやく、正確に読む練習をします。授業中に読んだ英文は、細部までの詳細な読みは課題とし
て自宅で行い、翌週確認作業を行います。教科書の中で、授業時に指定した構文や表現は、必ず身
に付けてもらうようにします。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

1) DVD教材を聞いて、必要な情報を聞き取り、使われた重要な表現を使えるようになる。
2) 様々なテーマを扱った英文を読んで、必要な情報を見つけ、英文の内容を90%理解することがで
きる。
3) 学習して教材を利用してプレゼン用の原稿を作成し、プレゼンを行うことができる。
4) 他のスピーカーのプレゼン内容へのコメントや意見交換ができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

e-learning教材学習テスト40%、e-learning教材学習週の学習時間・進捗度10%、定期試験35%、小テ
スト・プレゼンペーパー等の提出物や 授業でのアクティビティ15% で行います。
※詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

e-learning 自学自習　（合計30時間）
毎回課せられる英文教材の精読。（1時間/回）
小テストのための学習。（1時間/回）

事前、事後学習の内容/Preparation & Review



Repeating, Pair Work, Listening Strategies、 Scanning、 Skimmingキーワード/Keywords

教科書（テキスト）：Talking About Our Campus （DVD付き）（英宝社）￥2,300教科書・教材・参考書/Materials

全回出席が原則。教科書も必ず購入すること。受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

英語の力をつけるためには、授業の予習、復習に加えて、自分で英語学習を作りだし、英語の教材
にチャレンジすることが大切です。長崎大学で推薦しているe-learning 教材（３ Step やパワーワ
ーズ）やＮＨＫテレビやラジオの英語講座などがおすすめです

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション第1回

e-learning  Power Words Unit 1̃ Unit 25   ADL Unit 1第2回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 1 and 2）
Power Words Unit 1̃ Unit 20 小テスト

第3回

e-learning  Power Words Unit 26̃ Unit 50   ADL Unit 2第4回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 3 and 4）
Power Words Unit 21̃ Unit 40 小テスト

第5回

e-learning  Power Words Unit 1̃ Unit 50   ADL Unit 1-2第6回

e-learning 教材学習テスト第1回目第7回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 5 ）
Power Words Unit 51̃ Unit 70 小テスト

第8回

e-learning  Power Words Unit 51̃ Unit 75 ADL Unit 3第9回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 6 and 7）
Power Words Unit 71̃ Unit 90 小テスト

第10回

e-learning  Power Words Unit 76̃ Unit 100 ADL Unit 4-5第11回

e-learning 教材学習テスト第2回目第12回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 8 and 9）第13回

e-learning  学習　（自主教材　Campus Tour )第14回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 10 and 11）第15回

定期試験第16回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period木／Thu 4

2021/09/28～2022/01/27開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011032

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(T1)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育B棟44／RoomB-44教室／Class room

T1対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

ogasa-s▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部実験棟1階担当教員研究室/Office

095-819-2094担当教員TEL/Tel

月3 水３ 木２担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語Ⅱ」は、ハイブリッド型の授業が行われます。詳細については、1回目の授業（オリエン
テーション）で説明します。
　対面授業は隔週で実施されます。
　対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行ってもらいます。ただし、教材
学習時間としては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行ってください。
　対面授業では、DVDを用いて、必要な情報を探しながら、英語を聞き取る練習を行います。さらに
、Dictation活動により、細部まで正確に聞き取る練習を行います。次に、DVDの中の表現から、重
要なフレーズを覚え、自分のことを英語で表現する練習をします。最後には、DVDの内容を扱った英
文をはやく、正確に読む練習をします。授業中に読んだ英文は、細部までの詳細な読みは課題とし
て自宅で行い、翌週確認作業を行います。教科書の中で、授業時に指定した構文や表現は、必ず身
に付けてもらうようにします。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

1) DVD教材を聞いて、必要な情報を聞き取り、使われた重要な表現を使えるようになる。
2) 様々なテーマを扱った英文を読んで、必要な情報を見つけ、英文の内容を90%理解することがで
きる。
3) 学習して教材を利用してプレゼン用の原稿を作成し、プレゼンを行うことができる。
4) 他のスピーカーのプレゼン内容へのコメントや意見交換ができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

e-learning教材学習テスト40%、e-learning教材学習週の学習時間・進捗度10%、定期試験35%、小テ
スト・プレゼンペーパー等の提出物や 授業でのアクティビティ15% で行います。
※詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

e-learning 自学自習　（合計30時間）
毎回課せられる英文教材の精読。（1時間/回）
小テストのための学習。（1時間/回）

事前、事後学習の内容/Preparation & Review



Repeating, Pair Work, Listening Strategies、 Scanning、 Skimmingキーワード/Keywords

教科書（テキスト）：Talking About Our Campus （DVD付き）（英宝社）￥2,300教科書・教材・参考書/Materials

全回出席が原則。教科書も必ず購入すること。受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

英語の力をつけるためには、授業の予習、復習に加えて、自分で英語学習を作りだし、英語の教材
にチャレンジすることが大切です。長崎大学で推薦しているe-learning 教材（３ Step やパワーワ
ーズ）やＮＨＫテレビやラジオの英語講座などがおすすめです

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション第1回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 1 and 2）
Power Words Unit 1̃ Unit 20 小テスト

第2回

e-learning  Power Words Unit 1̃ Unit 25   ADL Unit 1第3回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 3 and 4）
Power Words Unit 21̃ Unit 40 小テスト

第4回

e-learning  Power Words Unit 26̃ Unit 50   ADL Unit 2第5回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 5 ）第6回

e-learning 教材学習テスト第1回目第7回

e-learning  Power Words Unit 51̃ Unit 75   ADL Unit 3第8回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 6 and 7）
Power Words Unit 51̃ Unit 70 小テスト

第9回

e-learning  Power Words Unit 76̃ Unit 100  ADL Unit 4-5第10回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 8 and 9）
Power Words Unit 71̃ Unit 90 小テスト

第11回

e-learning 教材学習テスト第2回目第12回

e-learning  学習　（自主教材　Campus Tour )第13回

対面　Listening, Writing and Reading （テキストUnit 10 and 11）第14回

e-learning  学習　（自主教材　Campus Tour )第15回

定期試験第16回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period木／Thu 4

2021/09/28～2022/01/27開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011033

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(K1)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

有吉　由紀／Ariyoshi Yuki

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

有吉　由紀／Ariyoshi Yuki

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

有吉　由紀／Ariyoshi Yuki

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟41／RoomA-41教室／Class room

K1対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

akinatsuhana3▲gmail.com（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控室担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

非常勤講師控室　火曜日　10:30̃11:00、木曜日　12:30̃14:00　(メールで事前に連絡してください
）

担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語Ⅱ」は、ハイブリッド型の授業が行われます。詳細については、1回目の授業（オリエン
テーション）で説明します。
対面授業は、対面（もしくは、遠隔）によって行われます。最近の世界の話題や出来事について英
語で情報を得ること、自分の考えを平易な英語で簡潔に伝える演習をします。海外の文化やグロー
バル社会に向けての関心と知識を広げ、総合的な英語力を身につけていきます。
対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行ってもらいます。ただし、教材学
習時間としては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行ってください。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

①英語で情報を得ることを通じて、世界の問題を自分と関連づけられるようになる
②自らの英語学習の目標とモチベーションを高めることができる
③音読演習を通して、英語音声の特徴に慣れ親しみ、自らのリスニング、スピーキングに役立てる
ことができるようになる

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

・e-learning教材学習テスト2回(40%)
・e-learning教材学習週の学習時間・進捗度(10%)
・予習復習課題(10%)＋授業への取組み(10%)＋レポート(10%)＋期末テスト(20%)
※詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

[予習] トピックスについての資料の収集や読解、音読などの予習が必要となります。（1hr～2hr/
回）
[復習] 情報を簡潔にまとめたり、自分の考えを平易な英語で話したり、書いたりするために、資料
および授業内容を深く理解することが求められます。（1hr～2hr/回）

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords



指定の教科書はありません。ニュース、SNS、TEDtalks などの皆さんの身近にある情報を英語教材
として学習していきます。題材は授業の中で紹介していきます。

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

世界共通のテーマをさまざまなジャンルの英語を資料として読解していきます。情報を英語で収集
することやアウトプットすることを楽しめるようになりましょう。
授業資料や課題はLACSに配信します。また、対面授業がオンライン授業に変更になることもありま
すので、対面授業日前にLACSの連絡事項を必ず確認してください。

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

西アフリカのUNICEF事務所にJPOとして2年間勤務 ・ 時事英語や国際社会でコミュニケーションを
とる際に役立つ実践的な英語を適宜授業に取り入れている。

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

K1 (対面あり）：オリエンテーション　4限目前半
K2 (対面あり）：オリエンテーション　4限目後半

第1回

K1（対面あり）：配布教材によるリスニング・リーディング演習
K2（対面なし）：PowerWords Hybrid：Unit 1～ 25, ADL：Unit 1

第2回

K1（対面なし）：PowerWords Hybrid：Unit 1～ 25, ADL：Unit 1
K2（対面あり）：配布教材によるリスニング・リーディング演習

第3回

K1（対面あり）：配布教材によるリスニング・リーディング演習
K2（対面なし）：PowerWords Hybrid：Unit 26～ 50, ADL：Unit 2

第4回

K1（対面なし）：PowerWords Hybrid：Unit 26～ 50, ADL：Unit 2
K2（対面あり）：配布教材によるリスニング・リーディング演習

第5回

K1（対面あり）：配布教材によるリスニング・リーディング演習
K2（対面なし）：PowerWords Hybrid：Unit 1～ 50, ADL：Unit 1～ 2

第6回

e-learning 教材学習テスト1回目第7回

K1（対面なし）：PowerWords Hybrid：Unit 51～ 75, ADL：Unit 3
K2（対面あり）：配布教材によるリスニング・リーディング演習

第8回

K1（対面あり）：配布教材によるリスニング・リーディング演習
K2（対面なし）：PowerWords Hybrid：Unit 51～ 75, ADL：Unit 3

第9回

K1（対面なし）：PowerWords Hybrid：Unit 76～ 100, ADL：Unit 4～5
K2（対面あり）：配布教材によるリスニング・リーディング演習

第10回

K1（対面あり）：配布教材によるリスニング・リーディング演習
K2（対面なし）：PowerWords Hybrid：Unit 76～ 100, ADL：Unit 4～5

第11回

e-learning 教材学習テスト2回目第12回

K1（対面なし）：配布教材によるリスニング・リーディング演習
K2（対面あり）：配布教材によるリスニング・リーディング演習

第13回

K1（対面あり）：授業の総括
K2（対面なし）：配布教材によるリスニング・リーディング演習

第14回

K1（対面なし）：配布教材によるリスニング・リーディング演習
K2（対面あり）：授業の総括

第15回

定期試験
K1 (対面あり）
K2 (対面あり）

第16回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period木／Thu 4

2021/09/28～2022/01/27開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011034

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(K2)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

有吉　由紀／Ariyoshi Yuki

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

有吉　由紀／Ariyoshi Yuki

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

有吉　由紀／Ariyoshi Yuki

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟41／RoomA-41教室／Class room

K2対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

akinatsuhana3▲gmail.com（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控室担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

非常勤講師控室　火曜日　10:30̃11:00、木曜日　12:30̃14:00　(メールで事前に連絡してください
）

担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語Ⅱ」は、ハイブリッド型の授業が行われます。詳細については、1回目の授業（オリエン
テーション）で説明します。
対面授業は、対面（もしくは、遠隔）によって行われます。最近の世界の話題や出来事について英
語で情報を得ること、自分の考えを平易な英語で簡潔に伝える演習をします。海外の文化やグロー
バル社会に向けての関心と知識を広げ、総合的な英語力を身につけていきます。
対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行ってもらいます。ただし、教材学
習時間としては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行ってください。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

①英語で情報を得ることを通じて、世界の問題を自分と関連づけられるようになる
②自らの英語学習の目標とモチベーションを高めることができる
③音読演習を通して、英語音声の特徴に慣れ親しみ、自らのリスニング、スピーキングに役立てる
ことができるようになる

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

・e-learning教材学習テスト2回(40%)
・e-learning教材学習週の学習時間・進捗度(10%)
・予習復習課題(10%)＋授業への取組み(10%)＋レポート(10%)＋期末テスト(20%)
※詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

[予習] トピックスについての資料の収集や読解、音読などの予習が必要となります。（1hr～2hr/
回）
[復習] 情報を簡潔にまとめたり、自分の考えを平易な英語で話したり、書いたりするために、資料
および授業内容を深く理解することが求められます。（1hr～2hr/回）

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords



指定の教科書はありません。ニュース、SNS、TEDtalks などの皆さんの身近にある情報を英語教材
として学習していきます。題材は授業の中で紹介していきます。

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

世界共通のテーマをさまざまなジャンルの英語を資料として読解していきます。情報を英語で収集
することやアウトプットすることを楽しめるようになりましょう。
授業資料や課題はLACSに配信します。また、対面授業がオンライン授業に変更になることもありま
すので、対面授業日前にLACSの連絡事項を必ず確認してください。

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

西アフリカのUNICEF事務所にJPOとして2年間勤務 ・ 時事英語や国際社会でコミュニケーションを
とる際に役立つ実践的な英語を適宜授業に取り入れている。

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

K1 (対面あり）：オリエンテーション　4限目前半
K2 (対面あり）：オリエンテーション　4限目後半

第1回

K1（対面あり）：配布教材によるリスニング・リーディング演習
K2（対面なし）：PowerWords Hybrid：Unit 1～ 25, ADL：Unit 1

第2回

K1（対面なし）：PowerWords Hybrid：Unit 1～ 25, ADL：Unit 1
K2（対面あり）：配布教材によるリスニング・リーディング演習

第3回

K1（対面あり）：配布教材によるリスニング・リーディング演習
K2（対面なし）：PowerWords Hybrid：Unit 26～ 50, ADL：Unit 2

第4回

K1（対面なし）：PowerWords Hybrid：Unit 26～ 50, ADL：Unit 2
K2（対面あり）：配布教材によるリスニング・リーディング演習

第5回

K1（対面あり）：配布教材によるリスニング・リーディング演習
K2（対面なし）：PowerWords Hybrid：Unit 1～ 50, ADL：Unit 1～ 2

第6回

e-learning 教材学習テスト1回目第7回

K1（対面なし）：PowerWords Hybrid：Unit 51～ 75, ADL：Unit 3
K2（対面あり）：配布教材によるリスニング・リーディング演習

第8回

K1（対面あり）：配布教材によるリスニング・リーディング演習
K2（対面なし）：PowerWords Hybrid：Unit 51～ 75, ADL：Unit 3

第9回

K1（対面なし）：PowerWords Hybrid：Unit 76～ 100, ADL：Unit 4～5
K2（対面あり）：配布教材によるリスニング・リーディング演習

第10回

K1（対面あり）：配布教材によるリスニング・リーディング演習
K2（対面なし）：PowerWords Hybrid：Unit 76～ 100, ADL：Unit 4～5

第11回

e-learning 教材学習テスト2回目第12回

K1（対面なし）：配布教材によるリスニング・リーディング演習
K2（対面あり）：配布教材によるリスニング・リーディング演習

第13回

K1（対面あり）：授業の総括
K2（対面なし）：配布教材によるリスニング・リーディング演習

第14回

K1（対面なし）：配布教材によるリスニング・リーディング演習
K2（対面あり）：授業の総括

第15回

定期試験
K1 (対面あり）
K2 (対面あり）

第16回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period金／Fri 3

2021/09/28～2022/01/28開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011035

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(T4)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

西川　美香子

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

西川　美香子

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

西川　美香子

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟24／RoomA-24教室／Class room

T4対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

m-nishikawa▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

総合教育研究棟１０階　担当教員研究室/Office

（０９５）８１９－２９５２担当教員TEL/Tel

メールによる対応。対面を希望する場合は、事前にメールで問い合わせて時間の予約をすること。
Office Hours: Wed. 2nd and 3rd periods

担当教員オフィスアワー/Office hours

このクラスは、ハイブリット形式の授業となる。具体的な授業の進行方法については、初回のオリ
エンテーション(授業前半の45分）で説明を行うので必ず出席すること。

リスニング力の向上と＆語彙の構築：
隔週で90分指定されたe-learning教材 3Step (American Daily Life)のUnit 1から５を学習する。
またPowerWords (Level ４, Unit 1-100)による自学学習で、アカデミック英語の基礎である語彙力
を強化する。
ライティング＆スピーキング力の向上：
対面授業（90分）では、日常的な話題に関するEmails, Paragraph Essaysなどを書いたり、ミニ・
プレゼン発表を行うなど発進型の英語運用能力向上を目指す。

対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行うこと。ただし、教材学習時間と
しては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行うこと。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

e-Learning教材の動画教材を通じ、日常的な英語表現やリスニング力を向上させ、ストーリーの概
要（大意）が理解できるようになること。また基本的な語彙習得すること。対面授業を通じ、日常
的な話題を中心に英語によるコミュニケーション能力の基礎（発進型能力）を身につけることを目
標とする。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

e-Learning教材学習テスト2回（40%)
e-Learning教材学習週の学習時間及び進捗度（10%)
1回目のテストは11月12日（金）2回目のテストは12月17日（金）に対面で行われる。
課題の提出（4回x５点満点）（20%)
Video Presentation (20%)
積極的な授業への参加（10%)
これらの合計60点以上が合格となる。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation



詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

e-learning 自学自習(合計 30 時間)
予習：事前に指定した教科書の範囲に目を通すこと、また課題提出に向けた学習(1 時間/回) ・教
科書を再読し、理解を確実にするよう努め、また理解が不十分な点については、次の授業までに質
問できるよう整理しておくこと(1 時間/回)

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

Effective Writing for Global Communication (英宝社）教科書・教材・参考書/Materials

具体的な授業の進行方法については、初回のオリエンテーション(授業前半の45分）で説明を行うの
で必ず出席すること。

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

実用的な英語運用能力を伸ばしていきましょう。そのためには、継続的な学習及び英語を実際に使
うという習慣が必要です。対面授業では皆さんが発話をする機会を多く持ちたいと思います。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

 オリエンテーション (前半45分）対面第1回

（対面）Unit 1：Study Abroad (Self-Introduction email)第2回

 e-Learning：PWH Unit 1～25, ADL Unit 1第3回

（対面）Unit 4：Campus Life (Request email)第4回

e-Learning：PWH Unit 26～50, ADL Unit 2第5回

（対面）Unit 7：Sport (Invitation email)第6回

e-Learning教材学習テスト（1回目）第7回

e-Learning：PWH Unit 51～75, ADL Unit 3第8回

（対面）Unit 6：Lifestyle (Advice email/paragraph)第9回

e-Learning：PWH Unit 76～100, ADL Unit 4 & Unit 5第10回

（対面）How to create a video presentation on Campus Life (Nagasaki Uni)第11回

e-Learning教材学習テスト（2回目）第12回

e-Learning：Campus Life (MIT)第13回

（対面）Peer reviewing video presentations on  Campus Life (Nagasaki Uni)第14回

e-Learning：Campus Life (Harvard)第15回

Feedback Day (通常授業：前半）第16回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period金／Fri 3

2021/09/28～2022/01/28開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011036

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(T5)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

西川　美香子

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

西川　美香子

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

西川　美香子

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟24／RoomA-24教室／Class room

T5対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

m-nishikawa▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

総合教育研究棟１０階　担当教員研究室/Office

（０９５）８１９－２９５２担当教員TEL/Tel

メールによる対応。対面を希望する場合は、事前にメールで問い合わせて時間の予約をすること。
Office Hours: Wed. 2nd and 3rd periods

担当教員オフィスアワー/Office hours

このクラスは、ハイブリット形式の授業となる。具体的な授業の進行方法については、初回のオリ
エンテーション(授業後半の45分）で説明を行うので必ず出席すること。

リスニング力の向上と＆語彙の構築：
隔週で90分指定されたe-learning教材 3Step (American Daily Life)のUnit 1から５を学習する。
またPowerWords (Level ４, Unit 1-100)による自学学習で、アカデミック英語の基礎である語彙力
を強化する。
ライティング＆スピーキング力の向上：
対面授業（90分）では、日常的な話題に関するEmails, Paragraph Essaysなどを書いたり、ミニ・
プレゼン発表を行うなど発進型の英語運用能力向上を目指す。

対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行うこと。ただし、教材学習時間と
しては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行うこと。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

e-Learning教材の動画教材を通じ、日常的な英語表現やリスニング力を向上させ、ストーリーの概
要（大意）が理解できるようになること。また基本的な語彙習得すること。対面授業を通じ、日常
的な話題を中心に英語によるコミュニケーション能力の基礎（発進型能力）を身につけることを目
標とする。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

e-Learning教材学習テスト2回（40%)
e-Learning教材学習週の学習時間及び進捗度（10%)
1回目のテストは11月12日（金）2回目のテストは12月17日（金）に対面で行われる。
課題の提出（4回x５点満点）（20%)
Video presentation (20%)
積極的な授業への参加（10%)
これらの合計60点以上が合格となる。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation



詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

e-Learning 自学自習(合計 30 時間)
予習：事前に指定した教科書の範囲に目を通すこと、また課題提出に向けた学習(1 時間/回) ・教
科書を再読し、理解を確実にするよう努め、また理解が不十分な点につい ては、次の授業までに質
問できるよう整理しておくこと(1 時間/回)

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

Effective Writing for Global Communication (英宝社）
ISBN: 978-4-269-32012-3

教科書・教材・参考書/Materials

具体的な授業の進行方法については、初回のオリエンテーション(授業後半の45分）で説明を行うの
で必ず出席すること。

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

実用的な英語運用能力を伸ばしていきましょう。そのためには、継続的な学習及び
英語を実際に使うという習慣が必要です。対面授業では皆さんが発話をする機会を多く持ちたいと
思います。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション (後半45分）対面第1回

e-Learning：PWH Unit 1～25, ADL Unit 1第2回

（対面）Unit 1：Study Abroad (Self-Introduction email)第3回

e-Learning: PW Unit 26-50, ADL Unit 2 Shopping & Eating第4回

（対面）Unit 4：Campus Life (Request email)第5回

e-Learning：PWH Unit 1～50, ADL Unit 1 & Unit 2第6回

e-Learning教材学習テスト（1回目）第7回

（対面）Unit 7：Sport (Invitation email)第8回

e-Learning：PWH Unit 51～75, ADL Unit 3第9回

（対面）Unit 6：Lifestyle (Advice email/paragraph)第10回

e-Learning：PWH Unit 76～100, ADL Unit 4～Unit 5第11回

e-Learning教材学習テスト（2回目）第12回

（対面）How to create a video presentation on Campus Life (Nagasaki Uni)第13回

e-Learning：Campus Life (MIT)第14回

（対面）Peer reviewing video presentations on  Campus Life (Nagasaki Uni)第15回

Feedback Day（通常授業：後半）第16回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period金／Fri 3

2021/09/28～2022/01/28開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011037

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(T6)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

隈上　麻衣／Kumagami Mai

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

隈上　麻衣／Kumagami Mai

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

隈上　麻衣／Kumagami Mai

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育B棟15／RoomB-15教室／Class room

T6対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

mkumagami▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部実験棟1階担当教員研究室/Office

095-819-2172担当教員TEL/Tel

水曜3限（メールでも受け付ける）担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語Ⅱ」は、ハイブリッド型の授業が行われます。詳細については、1回目の授業（オリエン
テーション）で説明します。

＜対面授業（隔週で実施）＞
下記のテキストを使用し、英文読解・聞き取り・作文を中心に学習を進めます。多岐にわたるトピ
ックに関して、簡潔にまとめ、説明・議論するために必要な語彙力や論理的思考力を養成し、英語
を運用するために必要な基礎力を向上させます。

＜e-learning＞
対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行ってもらいます。ただし、教材学
習時間としては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行ってください。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

・与えられた言語資料の細部まで理解する読み方・聞き方と大意を掴むための読み方・聞き方を、
必要に応じて使い分けられるようになる。
・授業で扱う多様なトピックについて議論し意見をまとめることができる。
・社会的な問題について概要や意見を論理的にまとめるためのプロセスを理解する。

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

Attendance & Participation (10%), Quiz (10%), Midterm Exam (15%), Final Exam (15%), e-
learning教材学習テスト2回 (40%), e-learning教材学習週の学習・進捗度（10%）
※e-learning教材学習週については、学習時間・進捗度等を総合的に判断し、成績に反映します。
詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson



毎回予習を兼ねて小テストを実施するので教科書各Unit最初のページの語彙を学習してくること。
その他予習・復習、課題の詳細は授業内およびLACS上で指示します。

・e-learning 自学自習(合計 30 時間)
・予習:事前に指定した教科書の範囲に目を通すこと、また小テストに向けた学習(1 時間/回)
・復習:教科書やプリントを再読し、理解を確実にするよう努め、また理解が不十分な点については
、次の授業までに質問できるよう整理しておくこと(1時間/回)

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

English for the global age with CNN, vol.20. Asahi press教科書・教材・参考書/Materials

全回出席が原則。教科書も必ず購入すること。受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

隈上 麻衣/アメリカの日本人学校（補習校）での勤務経験/海外での日本語教育・初等教育経験があ
る教員が,多言語使用環境での教育に関する知識・経験を活かし,第二言語学習者の知識状態や発達
過程について講義を行う。/ニューヨーク育英学園

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Orientation第1回: 10/1

Unit 1
Self-Introduction

第2回: 10/8

e-learning
PW:unit1̃unit25
ADL:unit1

第3回: 10/15

Unit 2第4回: 10/22

e-learning
PW:unit26̃unit50
ADL:unit2

第5回: 10/29

Unit 3第6回: 11/5

e-learning教材学習テスト1回目（対面）第7回: 11/12

e-learning
PW:unit51̃unit75
ADL:unit3

第8回: 11/19

Unit 4第9回: 11/26

e-learning
PW:unit76̃unit100
ADL:unit4̃unit5

第10回: 12/3

Unit 5第11回: 12/10

e-learning教材学習テスト2回目（対面）第12回: 12/17

e-learning第13回: 1/7

Unit 6第14回: 1/21

e-learning第15回: 1/28

Final Exam第16回: 2/4



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period金／Fri 3

2021/09/28～2022/01/28開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011038

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(T7)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

隈上　麻衣／Kumagami Mai

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

隈上　麻衣／Kumagami Mai

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

隈上　麻衣／Kumagami Mai

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育B棟15／RoomB-15教室／Class room

T7対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

mkumagami▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部実験棟1階担当教員研究室/Office

095-819-2172担当教員TEL/Tel

水曜3限（メールでも受け付ける）担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語Ⅱ」は、ハイブリッド型の授業が行われます。詳細については、1回目の授業（オリエン
テーション）で説明します。

＜対面授業（隔週で実施）＞
下記のテキストを使用し、英文読解・聞き取り・作文を中心に学習を進めます。多岐にわたるトピ
ックに関して、簡潔にまとめ、説明・議論するために必要な語彙力や論理的思考力を養成し、英語
を運用するために必要な基礎力を向上させます。

＜e-learning＞
対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行ってもらいます。ただし、教材学
習時間としては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行ってください。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

・与えられた言語資料の細部まで理解する読み方・聞き方と大意を掴むための読み方・聞き方を、
必要に応じて使い分けられるようになる。
・授業で扱う多様なトピックについて議論し意見をまとめることができる。
・社会的な問題について概要や意見を論理的にまとめるためのプロセスを理解する。

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

Attendance & Participation (10%), Quiz (10%), Midterm Exam (15%), Final Exam (15%), e-
learning教材学習テスト2回 (40%), e-learning教材学習週の学習・進捗度（10%）
※e-learning教材学習週については、学習時間・進捗度等を総合的に判断し、成績に反映します。
詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson



毎回予習を兼ねて小テストを実施するので教科書各Unit最初のページの語彙を学習してくること。
その他予習・復習、課題の詳細は授業内およびLACS上で指示します。

・e-learning 自学自習(合計 30 時間)
・予習:事前に指定した教科書の範囲に目を通すこと、また小テストに向けた学習(1 時間/回)
・復習:教科書やプリントを再読し、理解を確実にするよう努め、また理解が不十分な点については
、次の授業までに質問できるよう整理しておくこと(1時間/回)

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

English for the global age with CNN, vol.20. Asahi press教科書・教材・参考書/Materials

全回出席が原則。教科書も必ず購入すること。受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

隈上 麻衣/アメリカの日本人学校（補習校）での勤務経験/海外での日本語教育・初等教育経験があ
る教員が,多言語使用環境での教育に関する知識・経験を活かし,第二言語学習者の知識状態や発達
過程について講義を行う。/ニューヨーク育英学園

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Orientation第1回: 10/1

e-learning
PW:unit1̃unit25
ADL:unit1

第2回: 10/8

Unit 1
Self-Introduction

第3回: 10/15

e-learning
PW:unit26̃unit50
ADL:unit2

第4回: 10/22

Unit 2第5回: 10/29

e-learning
PW:uni1̃unit50
ADL:unit1̃unit2

第6回: 11/5

e-learning教材学習テスト1回目（対面）第7回: 11/12

Unit 3第8回: 11/19

e-learning
PW:unit51̃unit75
ADL:unit3

第9回: 11/26

Unit 4第10回: 12/3

e-learning
PW:unit76̃unit100
ADL:unit4̃unit5

第11回: 12/10

e-learning教材学習テスト2回目（対面）第12回: 12/17

Unit 5第13回: 1/7

e-learning第14回: 1/21

Unit 6第15回: 1/28

Final Exam第16回: 2/4



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period金／Fri 4

2021/09/28～2022/01/28開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011039

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(T8)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

隈上　麻衣／Kumagami Mai

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

隈上　麻衣／Kumagami Mai

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

隈上　麻衣／Kumagami Mai

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育B棟15／RoomB-15教室／Class room

T8対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

mkumagami▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部実験棟1階担当教員研究室/Office

095-819-2172担当教員TEL/Tel

水曜3限（メールでも受け付ける）担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語Ⅱ」は、ハイブリッド型の授業が行われます。詳細については、1回目の授業（オリエン
テーション）で説明します。

＜対面授業（隔週で実施）＞
下記のテキストを使用し、英文読解・聞き取り・作文を中心に学習を進めます。多岐にわたるトピ
ックに関して、簡潔にまとめ、説明・議論するために必要な語彙力や論理的思考力を養成し、英語
を運用するために必要な基礎力を向上させます。

＜e-learning＞
対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行ってもらいます。ただし、教材学
習時間としては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行ってください。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

・与えられた言語資料の細部まで理解する読み方・聞き方と大意を掴むための読み方・聞き方を、
必要に応じて使い分けられるようになる。
・授業で扱う多様なトピックについて議論し意見をまとめることができる。
・社会的な問題について概要や意見を論理的にまとめるためのプロセスを理解する。

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

Attendance & Participation (10%), Quiz (10%), Midterm Exam (15%), Final Exam (15%), e-
learning教材学習テスト2回 (40%), e-learning教材学習週の学習・進捗度（10%）
※e-learning教材学習週については、学習時間・進捗度等を総合的に判断し、成績に反映します。
詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson



対面では毎回予習を兼ねて小テストを実施するので教科書各Unit最初のページの語彙を学習してく
ること。その他予習・復習、課題の詳細は授業内およびLACS上で指示します。

・e-learning 自学自習(合計 30 時間)
・予習:事前に指定した教科書の範囲に目を通すこと、また小テストに向けた学習(1 時間/回)
・復習:教科書やプリントを再読し、理解を確実にするよう努め、また理解が不十分な点については
、次の授業までに質問できるよう整理しておくこと(1時間/回)

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

English for the global age with CNN, vol.20. Asahi press教科書・教材・参考書/Materials

全回出席が原則。教科書も必ず購入すること。受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

隈上 麻衣/アメリカの日本人学校（補習校）での勤務経験/海外での日本語教育・初等教育経験があ
る教員が,多言語使用環境での教育に関する知識・経験を活かし,第二言語学習者の知識状態や発達
過程について講義を行う。/ニューヨーク育英学園

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Orientation第1回: 10/1

Unit 1
Self-Introduction

第2回: 10/8

e-learning
PW:unit1̃unit25
ADL:unit1

第3回: 10/13

Unit 2第4回: 10/22

e-learning
PW:unit26̃unit50
ADL:unit2

第5回: 10/29

Unit 3第6回: 11/5

e-learning教材学習テスト1回目（対面）第7回: 11/12

e-learning
PW:unit51̃unit75
ADL:unit3

第8回: 11/19

Unit 4第9回: 11/26

e-learning
PW:unit76̃unit100
ADL:unit4̃unit5

第10回: 12/3

Unit 5第11回: 12/10

e-learning教材学習テスト2回目（対面）第12回: 12/17

e-learning第13回: 1/7

Unit 6第14回: 1/21

e-learning第15回: 1/28

Final Exam第16回: 2/4



学期／Semester
2021年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period金／Fri 4

2021/09/28～2022/01/28開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0, 2.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020210590011040

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(T9)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

隈上　麻衣／Kumagami Mai

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

隈上　麻衣／Kumagami Mai

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

隈上　麻衣／Kumagami Mai

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育B棟15／RoomB-15教室／Class room

T9対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

mkumagami▲nagasaki-u.ac.jp（メールをする際は、▲を@に置き換えてください。）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部実験棟1階担当教員研究室/Office

095-819-2172担当教員TEL/Tel

水曜3限（メールでも受け付ける）担当教員オフィスアワー/Office hours

「総合英語Ⅱ」は、ハイブリッド型の授業が行われます。詳細については、1回目の授業（オリエン
テーション）で説明します。

＜対面授業（隔週で実施）＞
下記のテキストを使用し、英文読解・聞き取り・作文を中心に学習を進めます。多岐にわたるトピ
ックに関して、簡潔にまとめ、説明・議論するために必要な語彙力や論理的思考力を養成し、英語
を運用するために必要な基礎力を向上させます。

＜e-learning＞
対面授業がない週は、指定されたe-learning教材学習を各自で行ってもらいます。ただし、教材学
習時間としては十分ではないので、前期同様、授業外でも学習を行ってください。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

・与えられた言語資料の細部まで理解する読み方・聞き方と大意を掴むための読み方・聞き方を、
必要に応じて使い分けられるようになる。
・授業で扱う多様なトピックについて議論し意見をまとめることができる。
・社会的な問題について概要や意見を論理的にまとめるためのプロセスを理解する。

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

Attendance & Participation (10%), Quiz (10%), Midterm Exam (15%), Final Exam (15%), e-
learning教材学習テスト2回 (40%), e-learning教材学習週の学習・進捗度（10%）
※e-learning教材学習週については、学習時間・進捗度等を総合的に判断し、成績に反映します。
詳細については、1回目の授業（オリエンテーション）で説明します。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson



対面では毎回予習を兼ねて小テストを実施するので教科書各Unit最初のページの語彙を学習してく
ること。その他予習・復習、課題の詳細は授業内およびLACS上で指示します。

・e-learning 自学自習(合計 30 時間)
・予習:事前に指定した教科書の範囲に目を通すこと、また小テストに向けた学習(1 時間/回)
・復習:教科書やプリントを再読し、理解を確実にするよう努め、また理解が不十分な点については
、次の授業までに質問できるよう整理しておくこと(1時間/回)

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

English for the global age with CNN, vol.20. Asahi press教科書・教材・参考書/Materials

全回出席が原則。教科書も必ず購入すること。受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

隈上 麻衣/アメリカの日本人学校（補習校）での勤務経験/海外での日本語教育・初等教育経験があ
る教員が,多言語使用環境での教育に関する知識・経験を活かし,第二言語学習者の知識状態や発達
過程について講義を行う。/ニューヨーク育英学園

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Orientation第1回: 10/1

e-learning
PW:unit1̃unit25
ADL:unit1

第2回: 10/8

Unit 1
Self-Introduction

第3回: 10/15

e-learning
PW:unit26̃unit50
ADL:unit2

第4回: 10/22

Unit 2第5回: 10/29

e-learning
PW:uni1̃unit50
ADL:unit1̃unit2

第6回: 11/5

e-learning教材学習テスト1回目（対面）第7回: 11/12

Unit 3第8回: 11/19

e-learning
PW:unit51̃unit75
ADL:unit3

第9回: 11/26

Unit 4第10回: 12/3

e-learning
PW:unit76̃unit100
ADL:unit4̃unit5

第11回: 12/10

e-learning教材学習テスト2回目（対面）第12回: 12/17

Unit 5第13回: 1/7

e-learning第14回: 1/21

Unit 6第15回: 1/28

Final Exam第16回: 2/4
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